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１１１１    研究開研究開研究開研究開発課題の背景発課題の背景発課題の背景発課題の背景    

 

超高速にアクセスが可能なインターネット環境（ADSL や光回線によるインターネットへ

の接続サービス）の導入が近年急速に進み、充実した通信インフラを利活用する各種事業

サービスが多くの業種業界で模索されている。 

情報通信の技術に関する整備施策では、2000 年（平成 12 年）9月に「すべての国民が情

報通信技術を活用できる社会の実現」に関する構想（e-Japan 構想）が掲げられ、2001 年

（平成 13 年）1月に「e-Japan 戦略」が策定・公表された1。e-Japan 戦略のもと、IT 化推

進政策（国策）に沿って情報通信に関する技術の開発・展開や導入が進み、2004 年度まで

の時点で e-Japan 構想における当初の目標水準は到達されたと報告されている。 

実際、一般家庭にまで ADSL や光回線等によるブロードバンド環境が浸透し、PC はインタ

ーネットに常時接続することが可能となった。図 1.A は、2006 年（平成 18 年）3月 3日付

けで総務省によって公表された、2005 年（平成 17 年）12 月末におけるブロードバンドサ

ービス契約数の推移である。同年 12 月末の時点で、CATV、DSL および FTTH によるインタ

ーネットへのアクセスサービス契約数の合計は、2234 万回線に達していることがわかる。

また、インターネット白書 2005 によると、日本のインターネット人口は 2005 年 2 月調査

時点で 7000 万人を超えたとされており、インターネット世帯浸透率（利用場所や接続機器

を問わずインターネット利用者がいる世帯の比率）は 8 割を超えたとして調査報告されて

いる。この先も、インターネットを利用する環境は多様化し、その普及が見込まれる。 

今後の情報通信に関する技術進展の予測としては、2010 年にギガビット FTTH（Fiber To 

The Home；光ファイバーによる家庭向けのデータ通信サービス）が主な有線通信の手段と

して期待される。また、無線通信の手段としては 100Mbps の帯域幅を持つ 4G（第四世代）

携帯電話の利用が予期されており、加えて、ラストワンマイル（通信サービスの加入者宅

から最寄りの通信回線収容局とのあいだ）を解決する技術では WiMAX（Worldwide 

                                                   
1 e-Japan 戦略：2001 年 1 月 22 日策定。 

「我が国は、すべての国民が情報通信技術を積極的に活用し、その恩恵を最大限に享受できる知識創発型社

会の実現に向け、早急に革命的かつ現実的な対応を行わなければならない。市場原理に基づき民間が最大限

に活力を発揮できる環境を整備し、5年以内に世界最先端の IT 国家となることを目指す。」 

図図図図 1.A 1.A 1.A 1.A ブロードバンドサービス契約数の推移（平成ブロードバンドサービス契約数の推移（平成ブロードバンドサービス契約数の推移（平成ブロードバンドサービス契約数の推移（平成 18181818 年年年年 3333 月月月月 3333 日総務省報道資料から日総務省報道資料から日総務省報道資料から日総務省報道資料から))))    
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Interoperability for Microwave Access; 別名、IEEE 802.16a）が注目されている。無線

通信の WiMAX 技術は、通信の速度・距離は変わらずに、ひとつのアンテナで半径約 50km を

カバーすることができ、最大 70Mbps の通信が可能となるものである。この先、5年程度の

間で通信技術はさらに進展し、企業の通信インフラは数十から数百ギガビットオーダーの

通信速度を手にすることになると見込まれており、家庭環境でもギガビットオーダーの通

信環境が可能になると予測されている。ユーザひとりあたり、1Gbps の広帯域通信インフ

ラが実現・利用されると見られている。 

情報通信技術が進歩することで、ナローバンドからブロードバンドの環境に移行し、無

線通信技術の進展と普及により、いつでも、どこでも、誰にでも、何にでもネットワーク

でつながる世界が間近に迫っており、ユビキタスネット社会（u-Japan）はより現実的に

なってきた。2004 年には u-Japan 構想が公表され、ユビキタスネット社会に向けてさら

に技術開発が促進されると考えられる。情報通信インフラとしてのハードウェアが普及す

る一方で、しかしながら、リッチな通信帯域を有効に利活用するアプリケーションあるい

はその基盤ソフトウェアの技術確立・普及は遅れており、現時点でブロードバンド環境を

効果的に使うソフトウェアは見受けられず、新たなアプリケーションの開発が望まれてい

る。 

本研究開発課題では、情報通信インフラを最大限に活用できるようなソフトウェア基盤

技術を確立することを目指し、とりわけ、双方向によるビジュアル指向のコミュニケーシ

ョン手段を実現すること、またビジュアルコミュニケーションを重視するシステムを実現

することを目的とする。 

 

 

２２２２    研究研究研究研究開発開発開発開発の全体計画の全体計画の全体計画の全体計画    

 

2222－－－－1111    研究開発課題の研究開発課題の研究開発課題の研究開発課題の概要概要概要概要    

 

本研究開発課題では、双方向によるビジュアル指向のコミュニケーション手段を実現す

ること、またビジュアルコミュニケーションを重視するシステムを実現することを目的と

する。ここでは、双方向によるビジュアルコミュニケーションのことを総称して VIIC（ビ

ック：Visual Interactive Information and Communications）と表現し、VIICに関する

研究開発を推進する。VIICを積極的に利用するシステムとして、本研究ではネットワーク

上に VIIC ポータルサイトを構築する技術開発を行い、実用的にはインターネット上にお

ける既存の電子商取引ポータルサイトに対して、双方向の実時間ビジュアルコミュニケー

ション空間の概念を有する次世代のポータルサイトを実現することを狙いとする。 

ソフトウェア基盤である SOBA（Session Oriented Broadband Applications）フレーム

ワークを応用し、ユビキタスネット社会における新たなソフトウェア基盤技術の開発に取

り組む。同時に、技術開発成果は、可能な限り早い段階で事業化を試み、ICT（Information 

and Communications Technology）分野における新たな市場を形成することを視野にいれ

る。加えて、開発成果は、オープンソース戦略として公開することも検討する。これによ

って、特定の業種や業界に留まることなく、インターネット上で幅広く使われる技術とし

て、デファクト化を期待する。 

これからのユビキタスネット社会に向けて、いま技術開発課題の一つに位置づけられて

いるソフトウェア・アプリケーション技術の確立に貢献することを踏まえて、リアルタイ

ムで使いやすいオープンなプラットフォームの開発および表現が豊かなコミュニケーショ

ン手段の提供に取り組むことで、デジタルデバイドの解消や高齢者にも優しい社会的なソ

フトウェア基盤技術の開発と提供、またはサービス展開等に取り組んで参りたい。 
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弊社が独創的に推進する VIIC プロジェクトは、ユビキタスネット社会の実現に向けて

貢献し、日本、京都発の、ICT 分野における世界標準となるソフトウェア基盤技術の確立

を目指す構想の一環に位置づけられる。いつでも、どこでも、だれにでも、誰とでも、ど

れとでもつながるネット社会構造の実現に向けて、ICT 分野の研究開発領域を進展し、現

時点でいまだに技術の確立と普及が一般に至っていないフロンティア（未開拓の分野）の

中でもとりわけ、双方向によるビジュアルコミュニケーションに関する手法やシステム基

盤技術に関して研究開発に挑む。同時に、本プロジェクトの研究開発成果は、特定の業種

や業界・領域に留まることなく、一般に幅広く利用されることも狙いとし、技術の普及や

促進に関する活動も視野に入れる。 

本研究により技術確立を達成した際には、特に、対面によるコミュニケーションを重視

した利用シーンで幅広く利活用さるものと考えている。対面重視のコミュニケーションが

重要になる状況は、医療分野、行政分野、教育分野、商業分野など多くの分野で挙げるこ

とができ、また各分野での要望も強い。 

医療分野では、遠隔医療を支援するシステムが望まれており、遠隔診断による救急救命

率の向上が期待されている。ネットワークを介して実時間で患者の状態を把握するために

は、ビジュアルな情報が重要であり、映像や各種計測データを情報共有する枠組みが求め

られ、双方向によるビジュアルコミュニケーションが可能なソフトウェアの開発が必要と

されている。 

行政分野では、電子政府や行政窓口の電子化が進められているが、利用者は必ずしもコ

ンピュータを利用できるとは限らず、機能が豊富で煩雑なソフトウェアよりも、シンプル

なソフトウェアが望まれる場合が多い。電子化された各種事務手続きを行う際には、利用

者が手続きの進め方に戸惑うことも多いと予想される。そのような場合には、窓口担当者

と直接映像や音声でやりとりしたいというニーズもあり、双方向によるビジュアルコミュ

ニケーション手段が有効である。直接、担当者の顔を見て事務手続きを進めることができ

るので、利用者が安心感を得ることになり、情報弱者にも優しいシステムの構築が実現で

きる。 

教育分野では、近年、e-Learningに関するシステムについての技術開発や導入が進展し

ている。効果的な学習では、テキストや音声・映像を活用する場合も多い。しかし、これ

らの教材に限らず、直接相手とのやりとりが重要な状況もあり、英会話の習得が典型例で

ある。また、ひきこもりの児童や生徒の数も少なくなく、あるいは諸事情により学外で生

活せざるを得ない境遇にある状況もあり、ネットワークを利活用した教育も模索されてい

る。生涯教育も重要視されており、豊かなコミュニケーションによる効果的な学習や教育

をはかるために、双方向によるビジュアルコミュニケーションが重要視されている。 

商業分野では、商品等の購入後で、アフターサービスの窓口は現在電話による対応が主

に行われているが、音声による互いのやり取りは状況状態等の説明も煩わしい場合もあり、

ネットワークを介して直接相手と映像によるコミュニケーションを実現したいという要望

も強い。コールセンター業務のサービス向上として、ビジュアルコミュニケーションの利

用が望まれている。 

ソフトウェア開発分野では、海外の技術者と直接やりとりすることも可能となり、ソフ

トウェア開発にあたり、リモートでペアプログラミングも可能となる。共同作業が実現で

きるため、プログラム開発で、要件定義、基本設計、詳細設計、実装、テスト、運用、保

守等々の作業効率が向上し、ソフトウェアの生命サイクルを包括的に支援するシステムの

実現が可能になると思われる。 

その他の様々な分野でも、双方向のビジュアルコミュニケーションは今後もますます重

要であることが予想され、ブロードバンド環境を利活用した各分野におけるアプリケーシ

ョンの開発が促進されるものと思われる。 
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本研究は、ICT 分野における双方向のビジュアルコミュニケーションをはかるための基

盤技術の開発を行うため、技術が確立した際には、多くの分野や業種で幅広く利用される

ことが十分に期待でき、間近にせまったユビキタスネット社会への貢献も多大であると見

込こむ。 

現時点では、本研究開発によって得られた成果を利用した製品・サービス等については、

主に次の三つの情報サービス提供を検討している。 

(1)製品サービス名： VIIC ポータルサイトにおける「士業向け相談支援サービス」 

(2)製品サービス名： VIIC ポータルサイトにおける「対面販売支援サービス」 

(3)製品サービス名： VIIC ポータルサイトにおける「各種相談窓口支援サービス」 

いずれも、製品サービスのコンセプトは、「対面重視による双方向ビジュアルコミュニケ

ーションをベースに持つ次世代のポータルサイト」を構築・提供することである。 

以下に順を追って、これら三つのサービスについて概説する。 

 

（１）製品サービス名： VIIC ポータルサイトにおける士業向け相談支援サービス 

今日では社会の高度化に伴って、ビジネスシーンに限らず、個人が社会生活を営む上で

も、各分野・領域の専門家と直接相談したい・する機会も多々生じている。税理士、弁護

士、弁理士、労務士、建築士、医師、教師、各種コンサルタントなど、専門家や識者と直

接のコミュニケーションを図りたい状況も多く発生する。しかしながら、各種専門家自体

の数も限られており、面会・面談するまでの手続き等も煩わしく、一般者にとっていつで

も気軽に専門家のもとに足を運ぶことは難しい。一方で専門業を営む者にとっても、近年

の情報通信インフラの普及に伴い、ネットワーク環境を有効に利用し、業務を効率化、拡

大化または生産性向上等を図りたいという要求・要望も強い。 

ここでは、このような専門性を有する業務を行うサービス事業者と、そのサービスを受

ける利用者との間を仲介し、本研究開発の成果によるビジュアルコミュニケーション手段

を提供することによって士業向けの相談等を支援するサービス等について事業化をはかる

ことを検討する。 

現在の日本における各専門の資格者数に関しては、税理士は約 6.8 万人、行政書士は 3.8

万人、弁護士は約 2万人、司法書士は約 1.8 万人、公認会計士は約 1.5 万人、社労士は 1.4

万人、弁理士は約 5千人、他、である。 

将来的には、このサービスを利用することによって、弁護士や税理士と相談したり、掛

かり付けの医者に病状や治療に関する相談を行ったりすることが職場や在宅の環境からネ

ットワークを介して手軽に可能になると見込まれる。 

 

（２）製品サービス名： VIIC ポータルサイトにおける対面販売支援サービス 

現存する多くのポータルサイトでは、電子商取引として家電、書籍、音楽 CD・DVD、チ

ケット、パソコンや周辺機器等々の物品を販売提供する事業やサービスがほとんどを占め

ており、店舗の販売員や営業マンと直接やり取りしながら商品等を選定する形態はほとん

どない。また、技術的にも実現するまでには至っていないのが現状である。 

実社会では、アパート、マンションや一戸建て等の不動産物件の選定、自動車や機器等

のリースやレンタル、ブライダルや旅行等の計画立案などの際に、販売員や営業担当者と

対面し、相談しながら各種サービスや商品の購入、問い合わせ等を行いたい状況も多く存

在する。 

ここでは、店舗の販売員や営業担当者と対面を重視しながら、ビジュアルコミュニケー

ションによる手段を提供することで、物品等の販売を支援するサービスに関する事業につ

いて取り組むことを考えている。 

本サービスによって販売員の顔がみえることになるため、ネットショッピングに不慣れ
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な一般消費者にとっては安心感を得ることもできる。また、Web ブラウザ等による煩雑な

操作（商品検索など）を強いられることなく、情報弱者にも優しいサービス提供が実現で

きると思われる。 

 

（３）製品サービス名： VIIC ポータルサイトにおける各種相談窓口支援サービス 

パソコンや家電の取り扱いや修理等の相談、企業のコールセンターにおける相談、行政

窓口での税金や保険料等の支払い手続きに関する各種事務手続きの相談など、今後さらに

身近になるネットワーク環境を効果的に活用しながら、各種の相談を行うシーンも拡大す

ると予見できる。 

ネットワークを介して遠隔環境でも、手軽に各種の相談窓口担当者とビジュアルに（視

覚に訴えるやりとりで）コミュニケーションをはかることが望まれるさまざまな状況を想

定し、相談窓口に関わる業務を支援するサービス提供を検討する。 

本プロジェクトに取り組むことによって、以上のようなサービスを提供・展開すること

で、在宅を余儀なくされる一般消費者や情報弱者も簡単にブロードバンド環境、ICT を活

用することが可能となり、豊かで質の向上した社会生活を実現することに寄与できるもの

と考えている。 

これらに類する他の情報サービスや事業は、多くの業種業界でニーズはあるものの、現

在のインターネット上で見受けることができず、普及するまでには至っていないと思われ

る。本プロジェクトは上述のサービス事業を実現することによって、本格的なユビキタス

ネット社会を間近に見据え、いつでも、どこでも、だれもが手軽に身近に簡単に使うこと

ができる、次世代のビジュアルコミュニケーション市場の開拓・創出、さらには新たな雇

用拡大等への貢献に取り組んで参りたい。 

 
【キーワードとその説明】 

（１） SOBA 

「ソーバ」と呼ぶ。Session Oriented Broadband Applications の略。ネットワーク上のセッショ

ンを各種情報が共有される場として、または共有空間と意味づけた上で、そのセッションの概念を特

徴的に有したネットワーク・アプリケーションを総称したものが SOBA である。 

（２） SOBA フレームワーク 

SOBA の枠組みを規定するソフトウェア基盤が、SOBA フレームワークである。SOBA フレームワーク

は、ブロードバンド環境を有効に活用するためのソフトウェア基盤技術であり、P2P 方式を応用した

ネットワークを構成する。SOBA フレームワークは SOBA プロジェクトによって研究開発され、LGPL

のオープンソースとして一般に公開（配布 Web サイト：http://www.incpod.org/）されている。最新

版は、2005 年 3 月現在で SOBA フレームワーク バージョン 1.2 である。SOBA プロジェクトについて

は、次に説明する。 

（３） SOBA プロジェクト 

SOBA プロジェクトは、京都大学数理解析研究所・財団法人京都高度技術研究所研究開発部長兼任

の中島教授を研究リーダーとし、2001 年に産学連携（オムロン株式会社および NTT コムウェア株式

会社）による研究共同体として発足。翌年、2002 年度に SOBA プロジェクトが文部科学省に提案した

研究課題（科学技術振興調整費 産学官共同研究の効果的な推進プログラム）が採択され、2004 年度

までの 3 年間にわたり産学官連携による研究開発協同体として活動してきた。2005 年 3 月に SOBA プ

ロジェクトは予定した研究開発を終了し、研究成果として SOBA フレームワークの技術確立を成し遂

げた。 

SOBA プロジェクトは、超高速・広帯域通信網を有効に利活用するための包括的なソフトウェア基

盤に関わる技術開発と提供を持って豊かな社会生活に貢献することを思想する組織である。 

（４） VIIC 

「ビック」と呼ぶ。Visual Interactive Information and Communications の略。ここでは主にビ

ジュアル（視覚に訴えるもの）を重視した双方向による情報伝達に関する手法や手段の総称、あるい

はその概念として用いる。 

（５） VIIC ポータルサイト（または、VIIC モール） 

双方向を重視したビジュアルコミュニケーションのための空間や場所を集約的に提供するための
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Web サイト。インターネットにおけるビジュアルコミュニケーション空間への入り口や表玄関にあた

る。特に、ネットワーク上における仮想的な遊歩道空間を構築した場合には、VIIC モールとも表現

することができる。 

VIIC ポータルサイトは、さまざまな VIIC セッションの集合によって形成される。VIIC セッション

については次に説明する。 

VIICポータルサイトは、既存のポータルサイトやWebサイトにおけるショッピングモール（Yahoo、

楽天、価格.COM など）に対して、ビジュアルコミュニケーションをベースに用いた電子商取引等を

実現する、次世代の仕組みやシステムにあたる。一般にインターネット上のポータルサイトやモール

は、各種情報提供の場所や複数の店舗が集まった商店街への入り口である。個人が個別の店舗を出展

する場合に比べて、ポータルサイトに店舗を構える場合、一般消費者が複数の商品を数ある店舗から

所望の商品や物品を探すことができる。ポータルサイトには、人も集まりやすく、複数の店舗で共通

のユーザインターフェースが統一されているため、一般消費者は利用しやすい（例：楽天、ヤフーシ

ョッピング）。 

（６） VIIC セッション 

VIIC セッションは、SOBA テクノロジーによって構築されるネットワーク上の情報共有スペースを

仮想空間上の不動産（土地や建物）、部屋あるいは場所と見立てたものを意味する。 

（７） VIIC フレームワーク 

VIIC の概念をインスタンス化した基本的な枠組みであり、ソフトウェア基盤技術である。VIIC フ

レームワークは、ミドルウェアに位置づけられる SOBA フレームワークを基盤技術に用いて、その機

能を改良や拡張した ITC 分野における新たなソフトウェア基盤技術。 

（８） VIIC プロジェクト 

本研究に関わる計画や開発事業の総称。 

（９） ビジュアルコミュニケーション 

音声やカメラ映像などのリッチメディアにより、視覚に訴えるコミュニケーションのこと。ビジュ

アルコミュニケーションの代表例は、テレビ会議が挙げられる。この例に限らず、さまざまな利用形

態があり、また模索されている。 

 

 

 

2222－－－－2222    研究開発研究開発研究開発研究開発の最終の最終の最終の最終目標目標目標目標（平成（平成（平成（平成 19191919 年年年年 11111111 月末）月末）月末）月末）    

 

本研究開発プロジェクトは、2 年間にわたる活動を想定し、開発フェーズを大きく初期

段階（約 6 ヶ月間）、中期段階（約 1 年間）そして最終段階（約 6 ヶ月間）の三つに分け

て推進する。 

初期段階では、基本的技術の開発と確立を行う。ソフトウェアを開発・完成し、そのソ

フトウェアを用いた実証実験を試みることで、ソフトウェアの動作等に関する評価・検証

を行う。 

中期段階では、プロトタイプとして完成したソフトウェアを用いて基本システムの構築

を実現し、そのシステムの試験運用を行う。またサービス提供を試みる。本システムの実

証的実験を通じて、ソフトウェアの機能やシステム全体構成等について検証し、諸機能の

改良や機能拡張などを検討する。 

最終段階では、サービス提供・事業化に向けて、ソフトウェアの品質面を重視し、サー

ビス商品としての水準を確保した、本サービスに関わるシステムを完成する。また、実際

に本システムを利活用した事業を展開し、本システムによるサービス提供をはかる。 

以上の開発フェーズを踏むにあたっては、本研究開発の課題を大きく五つに分けて取り

組み、以下に示すサブテーマについて計画的に技術開発を行う。本研究開発課題に取り組

むために設定された期限となる平成 19年 11月末までの間で技術を確立する。技術確立に

あたっては、多くの業種・業界で利用されることを想定し、ソフトウェアの基盤技術性・

汎用性を考慮した開発を行う。 

    

【サブテーマ 1】…VIICポータルサイトを実現するための SOBAフレームワーク機能改 
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良拡張に関する研究開発 

（１） VIICポータルサイトを実現するための技術分析を行うこと 

（２） VIICポータルサイトを実現するための技術設計を行うこと 

（３） VIICポータルサイトを実現するための実装を行うこと 

（４） VIICポータルサイトを実現するためのテストを行うこと 

（５） VIICポータルサイトを実現した場合の運用について検討すること 

以上の VIICポータルサイトに関する検討・考察を踏まえて、SOBAフレームワーク

機能改良や機能拡張を行う。 

 

【サブテーマ 2】…SOBAフレームワークを応用した VIICソフトウェアに関する研究開発 

（１）VIICソフトウェアに関する技術分析を行うこと 

（２）VIICソフトウェアに関する技術設計を行うこと 

（３）VIICソフトウェアの実装を行うこと 

（４）VIICソフトウェアのテストを行うこと 

（５）VIICソフトウェアを使用したシステムの運用について検討すること 

特に VIICポータルサイトを実現するための VIICソフトウェアに関する機能として、

動画コンポーネント、音声コンポーネント、音楽コンポーネント、アプリケーション共

有コンポーネント等を用意する。 

 

【サブテーマ 3】…VIIC ポータルサイトと連係する Web アプリケーション・サーバに関

する研究開発 

（１）VIICポータルサイトを実現するためのWebアプリケーション・サーバに関する

技術分析を行うこと 

（２）VIICポータルサイトを実現するためのWebアプリケーション・サーバに関する

技術設計を行うこと 

（３）VIICポータルサイトを実現するためのWebアプリケーション・サーバに関する

実装を行うこと 

（４）VIICポータルサイトを実現するためのWebアプリケーション・サーバに関する

テストを行うこと 

（５）VIICポータルサイトを実現するためのWebアプリケーション・サーバに関する

運用について検討すること 

特に VIICポータルサイトを汎用的に利用する機能として、課金コンポーネント、キャ

ッシュレジスタコンポーネント、ショーケースコンポーネント、ファイル転送コンポー

ネント、ワークフローサポートコンポーネント、メモコンポーネント、クレジットコン

ポーネントなどを用意する。 

 

【サブテーマ 4】…VIICポータルサイトにおけるユーザ情報管理システムに関する研究開

発 

（１）ユーザ情報管理に関して技術分析を行うこと 

（２）ユーザ情報管理に関して技術設計を行うこと 

（３）ユーザ情報管理を行うソフトウェアを実装すること 

（４）ユーザ情報管理を行うソフトウェアをテストすること 

（５）ユーザ情報管理システムに関する運用について検討すること 

特に、VIICポータルサイトを管理するための機能としては、ポータルサイトの訪問者

を分析、商品の出展、アクセス数の把握、セキュリティポリシーの設定（アクセス禁止

IPアドレス設定など）などの仕組みを用意する。 
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【サブテーマ 5】…VIICポータルサイトの汎用的なシステム構成や運用等に関する研究開

発 

（１）VIICポータルサイトシステムのソフトウェア基盤技術に関して分析すること 

（２）VIICポータルサイトシステムのソフトウェア基盤技術に関して設計すること 

（３）VIICポータルサイトシステムのソフトウェア基盤技術として実装すること 

（４）VIICポータルサイトシステムをテストすること 

（５）VIICポータルサイトシステムの運用について検討すること 

ここでは、多種多様な業種が VIIC ポータルサイトに店舗を構えるための、ワークフ

ローやオーサリング機能等を用意する。現実世界の店舗経営者が VIIC ポータルサイト

に簡単に店舗を構築できる汎用的な仕組みについて検討する。 
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2222－－－－3333    研究研究研究研究開発の年度別計画開発の年度別計画開発の年度別計画開発の年度別計画    

（金額は非公表） 

研究開発項目 
平成 17 年度 

（17年 12月から） 
平成 18 年度 

平成 19 年度 

（19年 11月まで） 
計 備 考 

【研究開発課題名】 

ユビキタスネット社会を実現するためのVIIC基盤

技術に関する研究開発 

 

【サブテーマ 1】 

VIIC ポータルサイトを実現するための SOBA フレ

ームワーク機能改良拡張に関する研究開発 

 

【サブテーマ 2】 

SOBA フレームワークを応用した VIIC ソフトウェ

アに関する研究開発 

 

【サブテーマ 3】 

VIIC ポータルサイトと連係する Web アプリケーシ

ョン・サーバに関する研究開発 

 

【サブテーマ 4】 

VIIC ポータルサイトにおけるユーザ情報管理シス

テムに関する研究開発 

 

【サブテーマ 5】 

VIIC ポータルサイトの汎用的なシステム構成や運

用等に関する研究開発 

     

間接経費      

合   計      

注）１ 経費は研究開発項目毎に消費税を含めた額で計上。また、間接経費は直接経費の３０％を上限として計上（消費税を含む。）。 

２ 備考欄に再委託先機関名を記載 

３ 年度の欄は研究開発期間の当初年度から記載。 



 11 

３３３３    研究開発体制研究開発体制研究開発体制研究開発体制    

 

3333－－－－1111    研研研研究開発実施体制究開発実施体制究開発実施体制究開発実施体制    

平成 17年度（平成 17年 12月から平成 18年 3月末まで）における研究開発の実施体制

は、以下に示すとおりであった。 

 
【サブテーマ 1】VIIC ポータルサイトを実現するための SOBA フレームワーク機能改良拡張に関する研究開発 

【サブテーマ 2】SOBA フレームワークを応用した VIIC ソフトウェアに関する研究開発 

【サブテーマ 3】VIIC ポータルサイトと連係する Web アプリケーション・サーバに関する研究開発 

【サブテーマ 4】VIIC ポータルサイトにおけるユーザ情報管理システムに関する研究開発 

【サブテーマ 5】VIIC ポータルサイトの汎用的なシステム構成や運用等に関する研究開発 

 

株式会社 SOBA プロジェクト 

研究開発室 

研究代表者 

緒方 敏博 

研究開発責任者 

浦下 将治 

サブテーマ 1 

主任研究員：浦下 将治 

サブテーマ 2 

主任研究員：篠田 直樹 

サブテーマ 3 

主任研究員：山下 大介 

サブテーマ 4 

主任研究員：乾 和志 

サブテーマ 5 

主任研究員：緒方 敏博 

分担研究員：小柴 眞 
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４４４４    研究開発実施状況研究開発実施状況研究開発実施状況研究開発実施状況    

 

平成 17年度では、VIIC基盤技術の確立に向けて、基本的なシステム構成について検討・

研究した。VIICポータルサイトを構築する際の技術開発には、ビジュアルコミュニケーシ

ョンを柔軟に実現することができるソフトウェア基盤の SOBA フレームワークを活用し、

VIICポータルサイトで利用することになる VIICソフトウェアについて技術開発を進める。

本研究開発課題に取り組むにあたっては、以下の 5 つのサブテーマに分けて研究開発を計

画的に遂行する。 

（１）VIIC ポータルサイトを実現するための SOBA フレームワーク機能改良拡張に関す

る研究開発 

（２）SOBAフレームワークを応用した VIICソフトウェアに関する研究開発 

（３）VIICポータルサイトと連係するWebアプリケーション・サーバに関する研究開発 

（４）VIICポータルサイトにおけるユーザ情報管理システムに関する研究開発 

（５）VIICポータルサイトの汎用的なシステム構成や運用等に関する研究開発 

 

以下では、5つのサブテーマについて順に研究開発を実施した内容を示す。 

 

 

4444－－－－1111    VIICVIICVIICVIIC ポータルサイトを実現するためポータルサイトを実現するためポータルサイトを実現するためポータルサイトを実現するためのののの SOBASOBASOBASOBA フレームワーク機能改良拡張に関するフレームワーク機能改良拡張に関するフレームワーク機能改良拡張に関するフレームワーク機能改良拡張に関する

研究開発研究開発研究開発研究開発    

 

4444－－－－1111－－－－1111    研究開発の内容研究開発の内容研究開発の内容研究開発の内容    

 

本サブテーマでは、VIIC基盤技術を確立するにあたって、ビジュアルコミュニケーショ

ンの手段を提供するコアとなるソフトウェア基盤技術であるSOBAフレームワークを応用

する際に、SOBA フレームワークに対して新たに求める必要のある機能について主に研究

開発を行う。SOBA フレームワークの機能を改良・拡張することにより、本テーマに関す

る課題を解決する技術を開発することを目指す。 

本年度では、主に次に示す三つの視点から考察し、調査研究した。 

 

（ア）ビジュアルコミュニケーションを提供する場をセッションとして実現する仕組みに

関して 

ビジュアルコミュニケーションの場を集合的に取り扱う VIIC ポータルサイト

を実現するために、SOBA フレームワークが有するビジュアルコミュニケーショ

ンコンポーネットを利用するための技術的要件について考える。 

 

（イ）VIICポータルサイトのための VIICセッション 

VIIC セッションを構成する際の諸機能に関する要件について検討する。VIIC

セッションは相手とのコミュニケーションに関する情報を共有する空間や部屋を

意味する。 

 

（ウ）VIICポータルサイトの構築に必要な基盤的技術の要件 

VIIC ポータルサイトを構築するにあたって、VIIC ポータルサイトの技術に関

する要件や仕様について考察し、必要に応じて SOBAフレームワークの機能改良

や機能拡張等について考察し、開発する。 
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4444－－－－1111－－－－2222    実施状況実施状況実施状況実施状況    

 

（１）（１）（１）（１）はじめにはじめにはじめにはじめに    

VIICポータルサイトにおける、ビジュアルコミュニケーションによる各種情報を共有す

るための場となる VIIC セッション（情報の共有空間）をコンピュータネットワーク上で

構築するためには、ピア同士の通信を確立する経路を確実に確保することが必要である。

複数の者同士がお互いの情報を同期的に双方でやりとりする際には、ネットワーク上に

P2P方式で確立するセッションの信頼性や安定性が強く求められる。 

この技術には、SOBA フレームワークを活用することになるが、将来的に VIIC ポータ

ルサイトに係る情報サービスを提供するには、ネットワークの接続性に対してより高い品

質が要求される。 

ここでは、SOBA フレームワークが提供する主要な機能の一つである「ネットワークサ

ービス」について現状の分析調査と機能改善・改良について研究を行った。 

 

（２）調査（２）調査（２）調査（２）調査研究研究研究研究概要概要概要概要    

SOBA フレームワークにおける「ネットワークサービス」は、ピア間の通信を管理するサ

ービスである。複数のピア間で通信を同期的に確立する場合に、現状ではネットワークサ

ービスに起因すると見られる通信経路の確立処理に障害が発生する状況が確認されている。

ここでは特に情報の共有空間を提供する VIIC セッションの安定的な生成を実現する機能

について主に次の事項を調査することで、SOBA フレームワークの機能面を改良することを

検討した。 

・パフォーマンス（性能面）を向上するため通信規約の検討・見直し。（マジックナン

バー等）及び性能面での改善項目の調査 

・情報共有の同期アルゴリズム（synchronization）における整合性に関する調査 

・ピア同士の通信確立性能を改善する必要のある機能に関する調査 

・プログラムコードの実装手法に関する調査（リファクタリングの視点から、サービ

ス（インターフェース）と実装（インプリメンテーション）が混在しているコード、

不要なコード（メソッド）、重複したコードの調査 

・ネットワークサービスの設定切り替え（再起動を伴わない）起動の調査 

 

（３）（３）（３）（３）調査結果調査結果調査結果調査結果    

（３．１）（３．１）（３．１）（３．１）メッセージ構築機能メッセージ構築機能メッセージ構築機能メッセージ構築機能    

送受信するメッセージの内容を組み立てる機能である。オブジェクトをシリアライズし

てメッセージ本体を作成する機能と StructuredMessage を使ってメッセージ本体を作成す

る機能がある。前者は、セキュリティサービス、リソースサービス等から使用され、後者

は、セッションサービス等から使用される。 

メッセージ本体は、XML 形式で以下のタグから構成される。 
タグ名 内容 

MessageType メッセージの種類。メッセージの受信者を識別するために用いられる。 

メッセージタイプを指定したリスナー用。 

MessageID メッセージの識別子。メッセージの受信者を識別するために用いられる。 

メッセージの ID を指定したリスナー用。 

RetMessageID メッセージ ID。メッセージの受信者を識別するために用いられる。内部で設定される

が、応答つきメッセージ以外の場合は用いられない。応答つきメッセージは、現在使

用されていないので実際には使われていない。 

ListenerID リスナーID。メッセージの受信者を識別するために用いられる。リスナーID を指定し

て受信する場合に用いられる。 
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Ver バージョン番号。設定されているが使われていない。 

From 送信元ピア ID 

To 送信先ピア ID 

InTarget メッセージの中継先を表す。実際には設定されることはない。 

StartID 使われていない 

InReplyTo メッセージを受信した後、応答を返す必要がある場合に設定される。実際は応答つき

でメッセージを送信している部分はない。 

PastTime 使われていない 

TTL 使われていない 

Obj アプリケーションデータ。Java オブジェクトをシリアライズしたものを base64 でエ

ンコードした文字列が設定される。StructuredMessage を利用する場合は、

StructuredMessage（XML 形式）が設定される。 

ObjI 接続情報が設定される。この情報が設定されている場合、接続管理テーブルに追加さ

れる。 

� リスナーを識別するために、４種類の方法を用いているが、これを１つにすることで、

処理を単純にすることができる。４種類を個別に処理しているため、複雑なコードと

なっている。 

� InTarget、StartID、InReplyTo、PastTime,TTL は、当初は目的があったものと考えら

れるが、現状は使用されていないので、削除可能と思われる。Ver も実際は使用され

ていないが、これについては、機能の変更などを考えると残しておいても問題ないと

思われる。 

� 実際に必要な情報は、「From」、「To」、「ListenerID*」、「Obj」、「ObjI」である。このう

ち ListenerID は４つのものを１つにまとめた ID とすればよいと考えられる。 

� StructuredMessage に関しては基本的に変更する必要はないと考えられるが、一部、

メッセージングサービスのインターフェース（以下、I/F）に static メソッドを使っ

て処理している部分があるので、それらの変更は必要と考えられる。 
 

（３．２）接続情報管理（３．２）接続情報管理（３．２）接続情報管理（３．２）接続情報管理    

各ピアへの通信に関する情報は、接続情報（ConnectionInfo）として管理されている。

管理は、ディレクトリサービスとメッセージングサービスの両方で行われている。通信時

の参照方法は、まずメッセージングサービスが管理している接続情報を参照する。存在す

れば、それを用いて通信処理が行われる。メッセージングサービス内に情報がなければ、

ディレクトリサービスへ問い合わせを行い、その接続情報をメッセージングサービス内に

保持すると共に、その接続情報を使って通信処理が行われる。 

ディレクトリサービスとメッセージングサービスで重複して管理されているが、これは、

ディレクトリサービスに対して接続情報を登録する機能がないことに起因していると考え

られる。本来は、どちらかのサービスで一元管理されるべきものと考えられる。 

一元管理するためには、以下の２通りの方法がある。 

� ディレクトリサービスで管理する場合 

接続情報を追加するための I/F を追加し、メッセージングサービスが認識したピ

アへの接続情報をディレクトリサービスへ随時登録する。また、接続情報の取得は、

すべてディレクトリサービスの I/F を使って行うように変更する。 

� メッセージングサービスで管理する場合 

ディレクトリサービスが行っている LAN 接続の場合のマルチキャストによるピア

の探索等、未知のピアの探索機能をメッセージングサービス側に移動し、接続情報

だけはメッセージング（あるいは別のネットワークサービス）で管理する。 

当初の設計過程でこのあたりの機能を十分に検討されていなかったこともあり、どちら

かが良いということは一概に決めることはできない。いずれにしても、一元管理するとな



 15

ると、ディレクトリサービス（ディレクトリサーバも含む）と接続サービス、メッセージ

ングサービスなど影響範囲は比較的大きいものとなる。 

一元的な管理は行わずに現状を維持するとしても、管理情報はメッセージングサービス

から接続サービスへ移動するか、分離するなど整理は必要と考えられる。 

    

（３．（３．（３．（３．３３３３））））接続サービス接続サービス接続サービス接続サービス    

接続サービスの主な機能は、接続情報（ConnectionInfo）から接続ハンドル

（ConnectionHandle）を作成する機能である。ConnectionInfo から実際にソケットを使っ

て通信セッションを確立する処理を行う。ConnectionServiceサービスに実装されている。

LAN 内の直接接続、中継サーバ接続などを処理している。UPnP 接続の制御などは、upnp パ

ッケージ内にまとめられているが、ほとんど処理は ConnectionService 内で閉じている。 

ConnectionHandle は、その機能として、接続したソケットのローカル・リモートアドレ

スとポート番号、及び、native からそのソケットをアクセスするためのソケットファイル

ディスクリプタ（ソケットハンドル）を取得する機能を持っている。ConnectionHandle は

メッセージングサービスにより直接利用される。メッセージングサービスが、

ConnectionHandleで得られたソケットをセキュリティサービスの機能を使ってSSLの暗号

化を行うソケットへ変換し、メッセージの送受信を行っている。 

ConnectionServiceの接続処理の多くは、すでにリファクタリング済みと考えられるが、

以下の点は、修正の余地はあると思われる。 

� SobaConnection に関係する部分 

� インターフェースと実装の切り分け 

� ソケット作成時のオプションについて。 

ソケットを作成（通信セッションを確立）したとき、ソケットのバッファサイズ

等を設定していないことが上げられる。このバッファサイズは、たとえば Windows

では、デフォルトで 8KB なので、もう少し大きなバッファを設定しても良いと考え

られる。ただし、SobaConnection 経由で使用する場合、アプリケーション側で、設

定する場合もあるため、調整は必要である。バッファサイズは、実際の通信を行う

前に設定しなければ、有効とならない場合（OS 等に依存する）もあるため、注意が

必要である。その他のソケットオプションとしては、SO_LINGER（クローズ時の送信

の保証）、TCP_NDELAY（MTU などのパケットサイズより小さいデータをひとまとめに

して送信するかどうかのオプション）などがあげられる。前者は、現在の実装では、

中継サーバも含めて設定されている。 

このオプションの有効性は、通信の都度、接続を切断するような場合には有効と

考えられるものである。後者は、SOBA が通信する際のデータサイズが平均してどの

くらいのサイズであるかにもよるので、データサイズを実際に測定して決める必要

があるが、現在の送信方法では、一度の送信メッセージは MTU を超えないものと考

えられるので、ひとまとめにしない方が良いのではないかと考えられる。また、TCP

を使って、音声や映像の配信を行う際（リソースサービス）は、ひとまとめにしな

いで送信する方が有効と考えられる。 

� SSL ソケットを作成する処理 

ConnectionService は、ConnectionHandle を作成する際に、引数として SSL 接続

用か否かを持っているが、このフラグは、ポート番号の決定のためだけにしか利用

されていない。つまり、SSL の暗号化を行う場合、ConnectionService を使って

ConnectionHandle を取得した後、使う側（アプリケーション）が、セキュリティサ

ービスの機能を使って SSL 通信を行うように設定しなければならない。現在は、こ

れらの処理は、メッセージングサービス内で行われている。これも、メッセージン
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グサービスの処理を複雑にしている１つの要因である。ソケットを SSL 化する処理

は、ConnectionService 内に移動するほうが良いと考えられる。 

    

（３．４（３．４（３．４（３．４））））SobaConnectionSobaConnectionSobaConnectionSobaConnection        

ConnectionService で取得できる ConnectionHandle は、接続先のピア ID とそのポート

番号・プロトコル（SocketID で指定するもの）を必要とする。そのため、ConnectionHandle

をアプリケーションが利用するためには、ポート番号等の情報を通信する両端点でお互い

に既知でなければならない。当初の設計では、アプリケーション側で、これらの情報を、

メッセージングサービスを使って交換した後、双方で、ConnectionService を使って

ConnectionHandle を作成していた（リソースサービスなど）。リソースサービス内で持っ

ていたこの機能をネットワークサービス内に移動したものが、SobaConnection である。 

SobaConnection は、SSL による暗号化通信は行わないが、両端点の接続を容易に作成す

るための機能を提供していて、リソースサービス、LAS アプリケーション、BigData 送受信

（セッションサービス向け）などに利用されている。 

SobaConnection関連クラスは、すべてサービス(service/network)内で実装されている。

しかし、内部では、実装部（ri/network/以下）のパッケージを使って実装されていて、中

継サーバ経由、UPnP 接続なども含めて、SobaConnectionFactory 内で判断し処理を行って

いる。つまり、ConnectionService と重複する処理を SobaConnectionFactory 内で再実装

している部分がある。その重複部分を整理するために、my_socket パッケージが作成され

ている（と思われる）が、まだ、移行は終わっていない。ただ、これらの処理を重複して

行う必要があることの原因は、ConnectionService が提供する機能では、これらの両端点

の処理（空きポートを探索し、UPnP によるポートフォーワードのマッピングなどの処理）

の後に ConnectionHandle を作成することができないことにあると考えられる。

ConnectionService がこれらの機能を提供することができれば、接続機能を重複して記述

する必要はなくなる。この変更は、my_socket パッケージとして実装するか、

ConnectionService 内に組み込むかのどちらかになる。 

具体的には、ConnectionService 内の getHandleCliStream 及び getHandleSvrStream の

２つのメソッド（コメントでは‘Not currently supported’と記述されているが、これは

誤り）で、SobaConnectionFactory が必要とする機能（つまり、UPnP 接続時のポートマッ

ピングなど）を正しく実装していて、ConnectionHandleを作成することができさえすれば、

SobaConnectionFactory は大幅に単純化することが可能と考えられる。加える必要のある

機能は、空きポートの探索機能と UPnP ポートフォーワードをラッピングした機能を

ConnectionService に追加し、指定されているポートから実際に使用できるポートを割当

てた後、SocketID を作成する機能があれば良いと考えられる。機能としては単純なもので

あるが、実際の変更は、比較的大きな改造となると考えられる。また、UPnP に関する機能

は、各ルータの機種依存対応などがあると考えられるため、現在の実装をそのまま移動す

る必要がある。 

上記の点を含めて、改善点は以下のものがあげられる。 

� 重複した接続処理の一元化（ConectionService）、もしくは、my_socket への移行 

� インターフェースと実装の切り分け（後述） 

 

（３．５（３．５（３．５（３．５）メッセージングサービス）メッセージングサービス）メッセージングサービス）メッセージングサービス    

（ア）送信処理 

メッセージを送信する処理は、概ね以下のように実装されている。 

� 送信先ピアへの通信セッションが確立されているかどうかを確認する。通信セッショ

ンの確認は、ピア ID と通信に使うソケットを管理しているホストマネージャ
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（HostManager）クラスを使って行う。ホストマネージャは、ピアごとに HMData クラ

スのインスタンス作成し、管理している。 

� 通信セッションが確立されていなければ、接続サービスを使って通信セッションを確

立する。接続サービスへ問い合わせるための接続情報（ConnectionInfo）は、自身の

管理しているテーブルを探索し、なければ、ディレクトリサービスへ問い合わせる。

ConnectionInfoを取得した後、接続サービスを使ってConnectionHandleを取得する。

ConnectionHandle 内のソケットとピア ID をホストマネージャに登録する。この際、

SSL通信を行う場合は、ConnectionHandle内のソケットをSSL化する必要があるので、

セキュリティサービスを使って SSL ソケットへ変更している。 

� ホストマネージャから HMData を取得する。HMData クラスは、ピア ID、通信ソケット、

排他制御用のロック情報を持つ。 

� HMData クラスのロック情報をロックして、送信アクセス権を取得する。ここで、送

信データをリスト上へ追加してキューイングを行っているが、実際は、単にロックし

ているだけの動作となっている。 

� 送信アクセス権を取得した後、メッセージ本体を送信する。区切りとして LF を１０

個送信する。 

� この後、メッセージに応答が必要であれば、応答を受信する処理を行う。ただし、現

在は、この機能を使っている場所はない。 

� 送信アクセス権を開放する（ロックをはずす）。 

 

（イ）受信処理 

メッセージの受信は概ね以下のように実装されている。 

� メッセージングサービス起動時に、各接続タイプ、及び、SSL あり・なし用、マルチ

キャスト用で受信用スレッドを起動する。 

� 各スレッドは、自分のポート番号等で待ちうけ状態となり、送信側のピアが接続する

のを待つ。この処理は、接続サービスからサーバ用の ConnectionHandle を取得する

ことによって行う。この時点で、通信セッションは確立している。ConnectionHandle

が取得できない場合、GUI を伴ったエラーメッセージが表示される場合がある。 

� セッションが SSL の場合、セキュリティサービスを使ってソケットを SSL 通信ができ

る状態に設定する。 

� このソケットを使ってそのピアからの受信処理を行うスレッドが起動される

（ConnectTreat）。 

� ConnectTreat は、送信側が接続してきたとき、接続情報（ConnectionInfo）の有無

を確認する。ここで、メッセージ本体に ObjI タグが設定されている場合は、そこに

設定されている ConnectionInfo をメッセージングサービス内のテーブルへ登録する。 

� データの受信は、固定のバッファを使って受信しているが、メッセージのデータ長が

わからないため、ある程度読み込みながら、LF が１０個続いている箇所を探し、メ

ッセージの区切りとして、メッセージ本体を切り出している。そのため、全データを

スキャンする処理を行っている。また、データがそろうまでは、ポーリング処理を行

っている。 

� 受信したメッセージに応答が必要な場合、その応答処理を行う。 

� リスナー情報をメッセージから取得し、リスナーの呼び出し処理を行う。リスナーの

呼び出し処理は、受信メッセージ処理用スレッドのプールからスレッドを取得し、そ

のスレッドによって行われる。メッセージデータは、リスナー内のキューに追加され、

リスナーごとに受信順序を崩さずに処理する。 
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（ウ）改善項目 

改善項目は、これまでのものと重複するが、以下のものがあげられる。 

(1) インターフェースと実装の切り分け。 

(2) BigDataSRHelper 用の処理を分離する。 

ただし、通信データ形式の変更、送信方法、受信方法を変更することによって、大

きなデータが混在しても問題が無くなるかもしれないので、これは検討の余地がある。 

(3) 通信データ形式を変更する。 

データの送受信処理は、通信データ形式の変更に伴い、一箇所にまとめるように変

更する。受信時、データのスキャン等を行う必要もなくなる。 

(4) 接続情報管理を管理テーブルも含めて移動または分離する。 

(5) SSL ソケットを作成（セキュリティサービス）する処理を接続サービスへ移動する。 

(6) UPnP 関係の処理を分離する。 

(7) メッセージ（XML）内のタグの削減。 

(8) 中継サーバ等の判定処理の分離 

(9) 送信スレッドの分離 

現在は、上記の通り送信用キューにデータを追加して処理を行っているが、実際に

送信を行うスレッドは、MessagingService#send もしくは MessagingService#sendSSL

を呼び出したスレッドである。送信処理のすべてが完了するまでブロックされる。セ

ッションサービスやディレクトリサービス以外は、対話型のインターフェースを使っ

て（もしくはそのサービスが会話形式で）通信を行っているため、ブロックされるこ

とはほぼ問題ないと思われる。セッションサービスやディレクトリサービスは、この

ように呼び出し側スレッドがブロックされると多くの処理が止まってしまうことが

あげられる。改善する方法としては、以下の変更を行う。 

① 通信セッションが確立されたら、送信用スレッドを起動する。→ホストマネ

ージャなどに機能を追加。 

② 送信要求があれば、通信セッションの確立までは行って、その後、送信デー

タは、送信キューに追加して処理を終える。応答待ち処理は廃止するか、も

しくは、送信スレッド側で実装する（ただし、性能上、通信の都度、応答を

待つことは大きなオーバヘッドにつながると考えられる）。ここで、キューの

サイズは、無限にとるわけにはいかないので、ある程度の個数で制限を設け、

キューイングするスレッド（つまり、呼び出し側のスレッド）をブロックす

る必要はある。数については、実装後に検証する必要がある。 

③ 送信用スレッドは、キューにデータが追加されたらデータを送信する。また、

キューに複数のデータが追加されている場合は、複数のデータをまとめて送

信するように変更する。 

④ 通信の切断時（エラーなども含む）、送信スレッドの終了、送信キューのクリ

ア、キューを待っているスレッドの再起動などの処理は、新たに追加する必

要がある。切断検出なども送信スレッド側での検出もあるので、そのあたり

の変更も必要となる。 

⑤ 送信スレッドがピアごとに動作することになるので、それらのスレッド間の

制御の切り替えなどがうまくいかないと特定のピアだけ送信が滞るなどが考

えられるため、ある程度のタイミングで強制的に切り替えるなどの処理を検

討する必要があるかもしれない。これについては、実装後に検証しなければ

ならない。 

(10)マルチキャスト通信について 

マルチキャストでの送信は、上記のピアごとの送信スレッドではなく、全体で１つ
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の送信スレッドで処理する必要がある。現状は、上記の特定ピアへの送信と同じく、

アプリケーションスレッドによって送信されている。メッセージングサービス起動時

に、このスレッドを起動するように変更する。マルチキャストの場合は、通信データ

のまとめ処理などは、データグラムパケットを使って通信するため、作成する必要は

ないが、受信側の処理を統一するため、ヘッダ情報などは、合わせておく必要がある。 

(11)中継サーバ用処理 

中継サーバを経由して SOBA を利用している場合、中継サーバに対してホストマネ

ージャが管理しているピア ID の一覧から定期的にそのピアからデータを受信してい

るかどうかを監視するスレッドがメッセージングサービスの中に作られている

（RelayMessageMaintThread）。これは、このクラス内に存在する必要性が無いので、

別のクラスファイルへ分離する。このスレッドは、中継サーバ経由で接続している際、

相手のピアからの通信が一定時間なくなると、そのピアが断線したと判定し、断線処

理が行われる。また、中継サーバから送られている招待用のメッセージの処理

（InviteGIPpeer）も同様に別のクラスファイルへ分離する。 

(12)リスナー管理 

リスナーの登録管理処理は、メッセージングサービスが一括で処理しているわけで

はなく、それぞれの受信待ち受けクラスごとに管理されているため、メッセージング

サービスの登録・削除メソッドが呼び出されたとき、それぞれの待ち受けスレッドの

登録・削除メソッドが呼び出される構造になっている。また、リスナーごとにメッセ

ージをシーケンシャルに処理するかどうかを設定することが可能であるが、デフォル

トでは必ずシーケンシャルに処理するように設定される。これを変更するためのメソ

ッドはサービスインターフェースには存在せず、実装クラス（MessagingServiceImpl）

内に定義されているだけである。改善点としては、以下の項目が挙げられる。 

① リスナーの管理を一括で行うように、管理クラスを設ける。リスナーは、ユ

ニキャスト、マルチキャスト、SSL かそうでないかなどの区別をなくすように

変更する。 

② リスナー登録時にシーケンシャル処理が必要かどうかを設定するメソッドを

サービスインターフェースにも追加し、不要である場合は、明示的にシーケ

ンシャル処理をやめることができるように変更する。対話型の通信処理を行

っている場合、シーケンシャルに処理する必要はほとんどないと考えられる。 

(13)受信データ処理 

現在の実装では、各受信待ち受けスレッドごとに、リスナーID を管理し、受信デ

ータの処理は、その待ち受けスレッドごとに行われる。リスナーID ごとにシーケン

シャル処理をしているといっても、それは、SSL を使った通信と、そうでない通信で

はシーケンシャルに行われない（その必要性がおそらくないため、共通にしていない

と考えられるが、正確な理由はわからない）。改善点は、リスナーの管理処理の変更

と合わせて以下の点が挙げられる。 

① シーケンシャル処理が必要なリスナーごとに受信データ処理スレッドと受信

データキューを用意する。 

② シーケンシャル処理が不要なリスナー用に１つの受信データキューと複数の

受信データスレッドを用意する。受信データ処理スレッドは、上限を設けて

順次起動する。 

③ 通信待ち受けスレッド及びデータ受信スレッドは、ある程度コードを整理す

る前提で、現状と同等の形で起動し、データを受信する処理を行う。 

④ データ受信スレッドが受信したデータをそれぞれの受信データキューに振り

分ける機能をリスナー管理部に設ける。 
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⑤ データ受信スレッドは、受信したデータを上記の仕組みを使って振り分ける。 

⑥ 各スレッドのスケジューリングに関しては、送信処理スレッド同様、特定の

スレッドが止まらないような配慮が必要である。 

(14)受信ソケット管理 

受信用のソケット管理は受信時に行われるが、通信種別（SSL かそうでないか）に

よって更新タイミングが異なる。これは、ソケットを SSL 通信に用いる設定にする機

能を接続サービスに追加することで、同じタイミングで更新することができるように

なると思われる。しかし、一方のソケットを別のスレッドが受信に使うわけでもない

ので、一括でテーブルに管理する必要性はあまりないと思われる。 

(15)統計情報の取得 

現在、ピアの接続情報、通信データ量などの情報を取得することができず、どのよ

うな状態で動作しているのか不明なことが多い。障害が発生した際に、ほとんど何の

情報も取得することができない。この点を改善するため、ピア単位の送受信データの

統計情報、スレッドごとの性能情報などを内部で保存しておく機能を追加する。比較

的広範囲にわたるので、どのようなものを記録するかは、実行時の負荷が掛からない

最小限の情報とするなど、検討を必要とする。 

 

（３（３（３（３．６．６．６．６））））サービス（サービス（サービス（サービス（interfaceinterfaceinterfaceinterface）と実装の切り分けについて）と実装の切り分けについて）と実装の切り分けについて）と実装の切り分けについて    

（ア）NetworkInfoService 

abstract class で定義されている。インターフェース化する場合、SobaService

（soba.xml）を使った実装となる。セッション（PeerContext, MobileProxy クラス）、各

断線通知を必要とするサービス（リソース、セッションなど）に影響がある。断線通知用

のリスナーの管理も行っているが、リスナーは、ri の下に定義されているので、これをサ

ービスの下へ移動する必要がある。 

また、セッションサービスなどで接続情報を取得したり、大きなメッセージを送信する

際の閾値を取得したりするなど、ネットワーク関連パラメータを取得する際に利用してい

るため、インターフェース化する場合はそれらのサービスの修正も必要となる。 

（イ）ConnectionService 

クラスは、abstract class として定義されているため、インターフェース化するなら、

上記同様、SobaService (soba.xml)を使ったサービスに変更する必要がある。

ConnectionServices そのものは、ネットワークサービス以外から利用されることはないの

で、影響範囲は比較的少ないと考えられる。 

（ウ）SobaConnection 

このサービスは、ri 以下には存在せず、サービスの下に実装も存在する。インターフェ

ースと実装を分ける場合は、ConnectionService 同様に変更が必要となる。 

（エ）MessagingService 

すでに、SobaService（soba.xml）に対応しているが、abstract class なので、インタ

ーフェースに変更する場合は、各種サービスのメッセージングサービスの使用時に

SobaService からメッセージングサービスを参照していないところがあれば、修正が必要

である。 

 

4444－－－－1111－－－－3333    まとめまとめまとめまとめ    

本サブテーマでは、VIIC ポータルサイトを構築する上でソフトウェア基盤としての支え

となる SOBA フレームワークにおけるネットワークサービス機能に関して現状の改良点を

調査した。この調査結果、ネットワークレイヤーの品質面で見直す必要がある事項や問題

点を洗い出すことができた。 
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これを踏まえて、今後は、コンピュータネットワーク上のユーザ同士を結ぶ通信経路の

安定性向上や品質面の確保を目指し、SOBA フレームワークの機能改良による VIIC 基盤技

術の開発を進める予定である。現時点では、全体のシステム構成について仕様等を検討し

ており、一部ではプログラミングによる実装作業が続けられている。 

平成 17 年度における本研究課題の実施計画に対しては、予定した内容で進めることがで

きたと考えている。 

 

 

 

4444－－－－2222    SOBASOBASOBASOBA フレームワークを応用したフレームワークを応用したフレームワークを応用したフレームワークを応用した VIICVIICVIICVIIC ソフトウェアに関する研究開発ソフトウェアに関する研究開発ソフトウェアに関する研究開発ソフトウェアに関する研究開発    

    

4444－－－－2222－－－－1111    研究開発の内容研究開発の内容研究開発の内容研究開発の内容    

 

本サブテーマでは、VIICポータルサイトと連係して動作する VIICソフトウェアについ

て研究開発する。主に次の四つの観点から考察する。 

 

（ア）VIICソフトウェアの要件について 

VIICポータルサイトを構成する要素となる VIICソフトウェアについて、VIIC

ポータルサイトの店舗やテナントに入る概念について考察し、技術の要件定義と

設計等を行う。 

 

（イ）VIICソフトウェアとして汎用的なモデルについて 

多様な目的で利用されるポータルサイトとしてのソフトウェア基盤性を検討す

る。VIICフレームワークの技術確立を目指す。 

 

（ウ）VIICソフトウェアにおけるユーザインターフェースについて 

パソコンを利用した経験が乏しく、パソコンの操作に不慣れなユーザに対して

も、簡単に利用することができるようなユーザインターフェースであることは重

要である。VIICソフトウェアの簡易的な利用性、操作性、デザイン性についても

研究する。 

 

（エ）VIICソフトウェアとして必要な機能やコンポーネットについて 

VIIC ソフトウェアとして標準的に使われるビジュアルコミュニケーションの

機能やコンポーネントについて検討する。対話するための音声通話コンポーネン

ト、動画を見るための映像コンポーネント、任意のアプリケーション共有のため

のコンポーネント、第三者を呼び出すためのコンポーネントなど、ビジュアルコ

ミュニケーションに必要な基本的コンポーネント等について VIIC フレームワー

クの機能として実現することを目指す。 

 

4444－－－－2222－－－－2222    実施状況実施状況実施状況実施状況    

 

（１）（１）（１）（１）はじめにはじめにはじめにはじめに    

VIIC ポータルサイト（または、“VIIC モール”とも呼ぶ）が利用されるシーンを想定し、

VIICソフトウェアとして実現することが求められる技術的要件や課題等について考察した。 

いくつかの店舗タイプごとに想定される利用形態を検討し、それぞれについて SOBA フレ

ームワークを利用した VIIC ソフトウェアに求められる役割を検討した。 

 



 22

（２）（２）（２）（２）VICCVICCVICCVICC モールと店舗の関係モールと店舗の関係モールと店舗の関係モールと店舗の関係    

客がある店舗にアクセスする方法は、(A)モールポータルのトップページにアクセスし、

サイト内で案内を受けて店舗を訪れるパターン、(B)モールのトップページを経由せずに店

舗のアドレスを直接呼び出すパター

ンの二通りが考えられる。 

(A)のトップページを経由する客は、

目的の店舗が定まっておらず、まずモ

ールポータルサイトのトップページ

で店舗一覧や目的別検索などを行い、

見つかった店舗の案内情報により、各

店舗のページに移動することになる。 

(B)のアドレスを指定して直接アク

セスするパターンは、モールサイト以

外の場所、たとえば各店舗が独自に行

った他媒体上の広告などから、外部リ

ンクあるいはブラウザへのアドレス

入力によって店舗にアクセスする場

合である。 

VIIC モールの設計においては、(A)のパターンを充実させることでモールへの出店のメ

リットを強調していく必要がある。したがって、モールサイトのトップでは、目的別・商

品別検索は当然のことながら、新着店舗表示や人気店舗ランキング、申し込みのあった店

舗のピックアップレビューなどを行い、モールを訪れた客に、モール内の店舗の最新状況

を積極的に告知するべきだろう。サイト内店舗のバナー広告で広告収入を得ることもでき

る。 

 

（３）店舗モデル（３）店舗モデル（３）店舗モデル（３）店舗モデル    

SOBA フレームワークを応用し

た VIIC 技術が利用されるのは、

各店舗のページにアクセスした

後であり、それぞれの店舗の運営

形態によってシチュエーション

は異なるが、基本的には客と店員

(相談員)との対話シーンである｡ 

VIIC ソフトウェアの利用形態

としては、（ア）商品説明または

オーダー聴取など、商品販売の補

助として、（イ）コンサルタント

や遠隔講義など、コミュニケーシ

ョンの場を売る媒体そのものとして、の二つに大きく分けることができる。モールのテナ

ントとなりうる店舗タイプは右図のように分類できる。 

 

（４）各店舗タイプの利用形態と（４）各店舗タイプの利用形態と（４）各店舗タイプの利用形態と（４）各店舗タイプの利用形態と VIICVIICVIICVIIC 基盤技術の役割の考察基盤技術の役割の考察基盤技術の役割の考察基盤技術の役割の考察    

前章でリストアップしたそれぞれの店舗タイプについて、運営形態を具体的にシミュレ

ートし、その中で VIIC 基盤技術が果たす機能や VIIC モールに要求されるサービスについ

て検討した。 

 

モールサイトトップページ

一覧
FruitShopFruitShopFruitShopFruitShop

店舗トップページ

検索検索

SOBAセッション利用

外部リンク
他メディア広告

Shopping MallShopping MallShopping MallShopping Mall

WEB, HTML

商品販売

サービス提供

一般小売店

オークション

■既製品販売

■オーダーメイド・カスタムメイド

コンテンツ配信

対面サービス

■放送局・遠隔講義

■コンサルタント・サポート

■相手紹介サービス

■オークション

商品販売

サービス提供

一般小売店

オークション

■既製品販売

■オーダーメイド・カスタムメイド

コンテンツ配信

対面サービス

■放送局・遠隔講義

■コンサルタント・サポート

■相手紹介サービス

■オークション
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（ア）既製品販売 

課金形式：商品代金 

利用目的：商品説明、アフターサービス 

要  件：・入金＆発送管理システム（顧客管理） 

・店員呼び出し、店員振り分け 

既製品販売タイプは最も一

般的は販売形態と思われる。店

舗はそれぞれ食品、文具、日用

雑貨など取り扱い分野の既製

品を販売する。VIIC ソフトウ

ェアは販売の補助的役割として、客の要望があった場合に店員が詳細な商品説明を行った

り、アフターサービスに応じたりする目的に使用される。また通常は一対一の商品説明が

一般的であると思われるが、不特定多数向けに TV ショッピングや実演販売のような形での

商品説明を行う形態も考えられる。商機を逃さないように、店員不在の場合でも注文がで

きることが望ましく、少なくとも既存のオンラインショッピングと同等の仕組みが必要と

なるだろう。店員所在の場合も注文受注後の処理は同じシステムが使用できる。 

店舗ページでは現在の店員の在・不在の表示、店員の所在期間（開店時間）の告知、現

在の店員の応対状況（既に接客中か否か）表示、などが必要になる。開店時間、現在の店

員の所在はポータルサイトトップに表示される店舗一覧などにも表示されるべきであろう。 

また、すべての店員が既に接客中である場合、待ち行列を作って店員が空き次第、来店

順に振り分ける仕組みが必要となる。待ち行列に入った客は、他のページを閲覧していて

も、自分の順番が来たら呼び出してもらえるような仕組みがよいだろう。そのほか、行列

をキャンセルする機能、行列の現在の待ち時間（予測）表示なども必要となる。店の種類

や客層によっては、あらかじめ来店日時を予約して、客を待たせることなく店員が応対で

きる仕組みが望まれるかもしれない。 

不特定多数向けの商品説明を行う場合は、その日時をモールサイト上や他媒体 CM にて事

前に告知することになるだろう。 

 

（イ）オーダーメイド、カスタム品販売 

課金形式：商品代金 

利用目的：オーダー受付他、既製品販売と同様 

要  件：・オーダーフォーム 

・他、既製品販売と同様 

オーダーメイド・カスタムメイド

品販売タイプは、たとえば衣料品、

カスタム PC、オーダアクセサリなど

のオーダーメイド品販売のほか、イ

ンテリアデザイン、チケット手配サービスなど客ごとに仔細な注文の聴取が必要な物品の

販売を含む。また、引越し見積もり、買い取りサービスなどもこのタイプに位置づけられ

るが、これらの相談では客側にカメラがあるかどうかが重要な要素になるため、客を選ぶ

と思われる。 

このタイプは既製品販売に比べると客と店員との密なコミュニケーションが要求され、

VIIC モールに最適な店舗形態のひとつと考えられる。VIIC ソフトウェアは店員が客からの

注文の聴取を行うためのコミュニケーションツールとして重要な役割を果たす。 

なお、受注後の処理は、既製品販売とほぼ同じシステムが利用できる。 

この店舗タイプの要件は基本的に既製品販売の延長上にあるが、店員との対話が重要で

商品閲覧

商品説明

購入申し込み
入金・発送
状況確認

送付先など相談
SOBAセッション

WEB&HTML

商品閲覧

商品説明

購入申し込み
入金・発送
状況確認

送付先など相談
SOBAセッション

WEB&HTML

SOBAセッション

WEB&HTML

店員呼出し
または予約

詳細注文

購入申し込み
入金・発送
状況確認

送付先など相談
SOBAセッション

WEB&HTML

見積り
店員呼出し
または予約

詳細注文

購入申し込み
入金・発送
状況確認

送付先など相談
SOBAセッション

WEB&HTML

SOBAセッション

WEB&HTML

見積り
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あるため、予約制により指定の日時に店員が応対する仕組みがより必要とされる。 

 

（ウ）オークション（買取式） 

課金形式：商品代金、手数料、参加料 

利用目的：商品説明、ライブ入札 

要  件：・オークション告知 

・応札システム 

・入金＆発送管理システム（顧客管理） 

ここでのオークションタイプは、

既存のネットオークションのよう

に、個人対個人が中心の物ではな

く、本来のオークションのように、

オークショニアが一旦買い付けた品物か、質流れ品などのように、業者が競売品を提供す

るものである。既存のネットオークション形式を敢えて対象外としたのは、既に確立され

たサービスとして大手オークションサイトが存在し、新規参入のハードルが高いこと、既

存のネットオークションシステムに対面販売の要素を盛り込むことはメリットが管理運営

のコストに見合わないと思われること、などによる。また、もしも既存のネットオークシ

ョンのようなシステムを運営する場合、後述の紹介サービスに近い運営形態になると思わ

れる。 

このタイプで VIIC ソフトウェアを利用するシチュエーションは、商品(競売品)説明であ

る。競売自体も VIIC ソフトウェアを使ってライブで行ってもよいが、あまりメリットは見

出せないように思われる。 

この店舗タイプでは、店側が不特定多数の客にさまざまな方法でオークション開催の告

知を行い、時間を指定して不特定多数の客相手に競売品の説明会を開催する形態となるだ

ろう。説明会の開催日時の告知方法が重要となる。冷やかし客が多く参加して、セッショ

ン負荷が増大し、本命の客が利用しづらくならないような工夫として、一定の参加料の徴

収などが必要かもしれない。 

 

（エ）コンテンツ配信（放送局、遠隔講義） 

課金形式：定額課金、従量課金、およびその組み合わせ 

利用目的：コンテンツ配信、質疑応答、アンケート、テスト＆クイズ 

要  件：・視聴者管理（会員管理、入室制限、入室記録） 

・利用者ごとの時間記録と課金システム 

・アンケート＆クイズツール 

・広告システム 

・開催告知システム 

このタイプはこれまでの商品販売とは異なり、商品の販売ではなく、情報を得る機会＝

時間を提供するサービスとなる。コンテンツ配信タイプでは、同時に不特定多数への情報

の提供を行うのが中心であり、これに付帯するサービスとして、視聴者参加による質問、

クイズ、アンケートなども含むものとする。 

VIICソフトウェアはこれらのサービスを提供するためのインフラとして中心的な役割を

果たす。このようなコンテンツ配信サービスは従来のものと同様、会員登録した客に対し

て、視聴の許可を与え、月ごとの利用料金を徴収する形態をとる。 

この店舗タイプでは、店側が不特定多数の客にさまざまな方法で番組開催の告知を行い、

集まった客に対してコンテンツの配信を行うことになる。安定した供給を確保するために

は、視聴者数の上限を設定できる必要があるだろう。完全予約制を取ることも考えられる。 

事前
商品閲覧

商品説明

落札後手続き
入金・発送
状況確認

送付先など相談
SOBAセッション

WEB&HTML

競売場

入札

事前
商品閲覧

商品説明

落札後手続き
入金・発送
状況確認

送付先など相談
SOBAセッション

WEB&HTML

SOBAセッション

WEB&HTML

競売場

入札
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配信コンテンツがアーカイブである場合は、モール側で店舗に対して配信サーバを貸与す

るサービスの需要が生まれるかもしれない。 

 

（オ）コンサルト、サポートサービス 

課金形式：定額課金、案件ごと課金、従量課金、およびそれらの組み合わせ 

利用目的：顧客との相談 

要  件：・相談員振り分けシステム、相談員就業管理 

・予約管理、会員管理、入室制限 

・利用者ごとの時間記録と課金システム 

この店舗タイプは、VIIC モール

に最も適したタイプのひとつと考

えられる。健康相談、法律相談、

児童相談、製品サポートなど、客

に対して相談員あるいはサポート係が対面でコンサルトまたはサポートを行うサービス形

態である。VIIC ソフトウェアはサービスを提供するためのインフラとして中心的な役割を

果たす。 

この店舗タイプでは、あらかじめ会員登録した客に対して、サービスを提供することに

なると思われる。相談員(サポート係)は複数いる場合は、振り分けシステムが必要になる。

相談員(サポート係)に専門分野による分担がある場合は、一旦受付係が受け、適切な担当

者に割り振るシステムがさらに必要になるかもしれない。 

客の飛び入り参加を許す場合は、待ち行列システムが、予約制にする場合は予約システ

ムが必要になると思われる。 

なお、コンサルタント料金は必ずしも時間単位で設定されるのではなく、案件単位のケ

ースもあると思われる。 

 

（カ）紹介サービス 

課金形式：定額課金、案件ごと課金、従量課金、およびそれらの組み合わせ 

利用目的：紹介の場の提供（ 

要  件：・受付係、相手振り分けシステム 

・会員管理、入室制限 

・利用者ごとの時間記録と課金システム 

この店舗タイプでは、店舗運営

者は客と客、あるいは客と契約相

談員とをマッチングするサービ

スを提供する。前者の場合、結婚

相手紹介サービスなどもこのタイプになるだろう。後者の場合は、前項のコンサルトサー

ビスの類似系であるが、店舗側はあくまで客と相談員との仲介をサービスとする。 

VIIC ソフトウェアは主に紹介後のコミュニケーション媒体として利用されるが、受付係

を設ける場合には、受付案内もセッションで行うことが考えられる。 

この店舗タイプではコンサルトサービスと同様、あらかじめ会員登録した客に対して、

サービスを提供することになると思われる。紹介される側も事前登録されている中から選

ばれる。自動検索によるマッチングか、あるいは一旦受付係が受け、適切な担当者に割り

振るシステムが必要になる。紹介される側が相談員など、情報サービスなどの提供者であ

る場合は、待ち行列システム、あるいは予約システムが必要になるだろう。 

なお、紹介料金は必ずしも時間単位で設定されるのではなく、紹介件数単位のケースも

あると思われる。 

会員登録 受付
紹介

利用状況確認

SOBAセッション

WEB&HTML
相談・会話など

会員登録 受付
紹介

利用状況確認

SOBAセッション

WEB&HTML

SOBAセッション

WEB&HTML
相談・会話など

会員登録 受付
振分け

利用状況確認

SOBAセッション

WEB&HTML
相談

会員登録 受付
振分け

利用状況確認

SOBAセッション

WEB&HTML

SOBAセッション

WEB&HTML
相談
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（５）（５）（５）（５）VIICVIICVIICVIIC モールに要求されるサービスの検討モールに要求されるサービスの検討モールに要求されるサービスの検討モールに要求されるサービスの検討    

VIIC モールに要求されるサービスについて、店舗側と利用客側双方から検討し、重要と

思われるいくつかの要素について考察した。 

 

（ア）対面販売であることの課題 

VIIC モールでは従来のオンラインショッピングサイトなどと違い、いずれの店舗タイプ

の場合も客と店員(相談員)とのリアルタイムコミュニケーションの場が存在する。そこで

重要となるのが、いかに客と店員を引き合わせるかという問題である。これまでのシミュ

レーションから、店舗のタイプは大まかに(A)自由来店型、(B)予約来店型に分けられる。

また(A)、(B)両方のシステムを同時に備えた店舗も考えうる。(A)、(B)はそれぞれ客の集

め方や捌き方に個別の工夫が必要となると思われる。 

 

(A)自由来店型 

たまたま通りかかった客、ふと思い立って来店する客を相手にする。モールサイトで目

的の商品・サービスを検索して見つかった、開店中の店のなかからたまたま選んで訪れる

などのケースが考えられる。 

このような形式の店舗は、同時に複数の来店客に対応する必要がある。場合によっては

一時的に店員(店側端末)の数以上に来客がある場合想定されるので、来店順に待ち行列を

作り、予測待ち時間表示したり、順番が来たら知らせたりする仕組みが必要となるだろう。 

 

(B)予約来店型 

予約来店型では、客はあらかじめ営業時間内から来店希望日時を指定しておき、その日

時になったら、店舗にアクセスして店員とのセッションを行うことになる。 

このような形式の店舗では、客を待たせる必要がなく、店員もスケジュールを調節しや

すいメリットがある。予約システムは必須であり、店側は個々の客を識別できなければな

らない。 

 （A）自由来店型 （B）予約来店型 

客側 

・ 待ち行列へ参加、離脱 

・ 予測待ち時間表示 

・ 順番通知 

・ 予約申し込み、取り消し 

・ 予約(空き)状況表示 

・ 客への予約時刻通知 

店側 

・ 待ち行列状況表示 

・ 客の待ち時間表示 

・ 行列締め切り、別行列へ割り振り 

・ 予約状況確認 

・ 店員への予約時刻通知 

・ 次の予約時間表示 

 

共通項目 

客と店員とを確実にひきあわせるために、(A)、(B)両方のシステムに共通する機能要件

として、以下のものが考えられる。 

・ 呼び出し機能（音、視覚） 

・ 応対者振り分けシステム 

・ 営業時間の告知 

 

呼び出し機能（音、視覚） 

呼び出し機能は、客向けと店員向けの両方があるが、機能的には共通したものである。

対象の店舗ページや VIIC モールを閲覧していなくても、呼び出しを通知できるものが望ま

しい。 

応対者振り分けシステム 
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中規模以上の店舗では、複数の店員(店側端末)で客を応対したいという要求がでてくる

だろう。そのために、来店者を開いている店員、待ち行列の短い店員に振り分けるシステ

ムが必要となる。これは自動的に振り分けるタイプのものと、一旦受付係が応対し、マニ

ュアルで適切な店員に振り分けるタイプの二通りが考えられる。店員側に専門分野ごとに

担当が分かれていたりする場合は、特に後者のタイプが有用であろう。 

営業時間の告知 

自由来店制はもちろん、予約制をとるにしても営業時間、すなわち店員が所在する時間

を告知することは重要である。自由来店制の場合は、現在店員がいるかどうかの表示がよ

り重要になる。こうした告知・表示は、VIIC モールの店舗一覧や店舗検索などの店舗情報

とともに表示されるべきであろう。 

 

（イ）会員登録と利用客向けサービス 

VIIC モールも既存のオンラインショッピングサイトの例に倣い、ユーザの囲い込みを目

指して会員登録を行うのがよい。もちろんゲストアカウントでの利用も可能であれば、よ

り広範な客を呼び込めるだろう。 

会員登録はモール運営側だけのメリットではない。ポイント制を導入して様々なキャン

ペーンに利用したり、商品送付先の住所を各店舗で使いまわせるよう雛形登録できたり、

Web マネーを導入して支払いを自動化したりすることで、会員客の利便性を高めることが

できる。 

 

（ウ）出店店舗向けサービス 

VIIC モールに出店する店舗ユーザには、店舗専用 Web ページの提供はもちろん、注文フ

ォームや店舗ユーザごとの会員管理システムなどのテンプレートを用意すれば、ページ構

築が容易になり、より出店を促す要素になるだろう。各店舗のユーザが利用する VIIC セッ

ションは、基本的なインターフェースは共通性を維持しつつも、店舗の独自性を出せるよ

う、背景イメージや企業ロゴの表示など、ある程度のデザインのカスタマイズが可能であ

ることが望ましい。セッション内で使用するツールも店舗ごとにほぼ固定であると予想さ

れるので、特定ツールの自動起動、自動レイアウトなどの機能が有用であると思われる。 

 

 

4444－－－－2222－－－－3333    まとめまとめまとめまとめ    

 

ここでは、VIIC ポータルサイト（VIIC モール）における店舗に関して検討した。VIIC

モールの基本構成として、利用客にテナントを紹介するサービスの必要がある。テナント

の店舗タイプとして6つのタイプを想定してそれぞれの利用形態とSOBAフレームワークの

果たす役割について考察した。VIIC モールのテナントに共通の構成要素として客と店員と

のマッチングの仕組みの重要性や必要な機能要件について考えた。また、VIIC モールに期

待される利用客向けおよびテナント向けサービスについても検討した。 

本サブテーマについては、当初の計画通り、VIIC ポータルサイトおよびこれと連係して

動作するビジュアルコミュニケーションの手段を提供する VIIC ソフトウェアの要件につ

いて技術分析等を行うことができた。今後は、システムの詳細設計を行い、プログラミン

グによる実装等の段階を踏む計画である。また、VIIC ポータルサイトの入居者に関しては

さらに調査研究を進める予定である。 

 

 

 



 28

4444－－－－3333    VIICVIICVIICVIIC ポータルサイトポータルサイトポータルサイトポータルサイトと連係すると連係すると連係すると連係する WebWebWebWeb アプリケーション・サーバにアプリケーション・サーバにアプリケーション・サーバにアプリケーション・サーバに関する研究開発関する研究開発関する研究開発関する研究開発    

 

4444－－－－3333－－－－1111    研究開発の内容研究開発の内容研究開発の内容研究開発の内容    

本サブテーマでは、VIICポータルサイト・システムとしての、Webアプリケーション・

サーバについて研究開発を行う。主に次の視点で考察する。 

（ア）VIIC ポータルサイトは、Web アプリケーション・サーバとして構築することを検

討する。Webクライアントとの各種データのやり取りについても検討する。 

（イ）VIICポータルサイトに参加・出展する利用者のモデルについて検討し、各種ポータ

ルサイトを構築するためのコンポーネントについて考察する。 

（ウ）ビジュアルコミュニケーションをベースとした電子商取引ポータルサイトを、汎用

的に誰もが（PCに精通していない店舗側や一般消費者側が、あるいはシステム構築

に大量の資金をかけることができないユーザが）利用できるポータルサイトにする

ためには、ビジュアルコミュニケーションを主体とした店舗をモデル化し、そのモ

デルを実現するために必要な課題を研究開発する必要がある。つまり、汎用的なモ

デルを構築し、そのモデルをインターネット上で実現する必要がある。 

（エ）VIICポータルサイトの店舗によって多様なニーズがあることが予想されるため、そ

のニーズに耐え得る機能を提供する必要があり、検討する。 

 

4444－－－－3333－－－－2222    実施状況実施状況実施状況実施状況    

本サブテーマでは、VIIC ポータルサイトを実現するための基本的なシステム構成につい

て検討した。以下に概要を示す。 

 

（１）システム構成（１）システム構成（１）システム構成（１）システム構成    

図 4.A VIIC ポータルサイトにおけるシステム構成の概略図 
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図 4.A は、VIIC ポータルサイトの基本的なシステム構成の概略図である。大きく三つの

モジュールで構成し、Web サーバ、DB（データベース）サーバ、および CS（クライアント

からのコネクション）サーバとして実現した。以下、それぞれについて概説する。 

 

（ア）Web サーバ・モジュール 

Web サーバとしては、現在一般的に広く用いられている Apache（バージョン 2.0.46）を

利用する。Web アプリケーション・サーバとしての位置づけであり、クライアントからの

各種要求に応じて（イ）のデータベースサーバと連係する。ここでは、JSP として Tomcat

の技術、データベースとのやり取りで JBOSS（バージョン 3.2.3）の技術等を活用している。

JBOSS の技術では負荷分散の仕組みも比較的容易となるので、複数台のサーバ群を利用す

る場合のパフォーマンス向上が期待できる（スケールアウト）。Apache と Tomcat との連携

には、mod_jk2 のモジュールを使用する。ディレクトリサービス（DS）サーバは、SOBA フ

レームワークが提供する機能でユーザ情報の管理を行う仕組みである。DS サーバは、（ウ）

のクライアントからの接続を管理する CS サーバと連動する構造である。 

プログラムの実装を効率化するため、XDoclet（バージョン 1.2.1）の技術等も利用して

いる。サーバサイドにおけるプログラミングでは、Java 言語を採用した（J2SDK 1.4.2_04）。 

 

（イ）DB サーバ・モジュール 

VIIC ポータルサイトで保持する必要のあるデータを格納する場所である。MySQL（バー

ジョン 4.0.20）の技術を活用している。Web アプリケーション・サーバとの連携では、MySQL 

Connector（バージョン 3.0.14）を使用し、JDBC（Java DataBase Connectivity）を利用

する。 

 

（ウ）CS サーバ・モジュール 

VIICポータルサイトにアクセスするクライアントユーザからのリクエストをコントロー

ルする仕組みである。DS サーバと連係し、VIIC ソフトウェアにおける複数のユーザ同士で

ビジュアルコミュニケーションの手段を確立する際の下支えとなる技術である。ユーザ情

報に関する手法等については、次節の 4-4 で研究・考察している。 

 

（２）（２）（２）（２）ハードウェアハードウェアハードウェアハードウェアおよびソフトウェアおよびソフトウェアおよびソフトウェアおよびソフトウェア環境環境環境環境    

技術開発のハードウェア環境としては、図 4.A で Web サーバおよび DB サーバの稼働する

ホストには IBM 製の eServer を用いている。また、DS サーバの稼働するホストには、IBM

製の ThinkCentre を用いている。各ホストの OS は Linux を採用し、RedHat9（カーネル 2.4

ベース）を使った。 

システム全体の環境構成としては、オープンソースとして一般に提供されている技術群

を利活用することで、開発コストの低減をねらっている。この結果、本研究成果を活用し

た事業を行う際には、安価に商品サービスを提供することにつながることが期待できる。 

 

 

4444－－－－3333－－－－3333    まとめまとめまとめまとめ 

 

本サブテーマでは、VIIC ポータルサイトのシステム構成について基本的なアーキテクチ

ャ（構造）、および新技術開発のために流用する既存技術の選定等について検討した。 

基本的なシステム構成を実現することができたので、今後は、VIIC ポータルサイトとし

ての汎用的な構造や VIIC ソフトウェアとのシームレスな連係等について研究開発を進め

る予定である。 

ここでは、当初の計画通り、基本設計にあたる開発を行うことができたと判断できる。 
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4444－－－－4444    VIICVIICVIICVIIC ポータルサイトポータルサイトポータルサイトポータルサイトにおけるユーザ情報管理システムにおけるユーザ情報管理システムにおけるユーザ情報管理システムにおけるユーザ情報管理システムに関する研究開発に関する研究開発に関する研究開発に関する研究開発    

 

4444－－－－4444－－－－1111    研究開発の内容研究開発の内容研究開発の内容研究開発の内容    

 

本サブテーマでは、VIIC ポータルサイトに店舗を構えるユーザ（出店者）、および店舗

に訪れて商品購入や情報提供サービスを受けるユーザ（購買者／サービス受益者）を管理

するシステムについて研究する。ここでは次の三つの主要な項目の視点から検討・考察す

る。 

 

（ア）VIICポータルサイト上の出店者が提供するサービス等を受益するユーザについて 

本ポータルサイトにアクセスするユーザの情報管理等について検討し、技術要

件・仕様について考える。VIIC基盤技術としての汎用的なユーザ情報管理システ

ムを設計、実装することを目指す。 

 

（イ）VIICポータルサイト上に出店するユーザについて 

本ポータルサイトに店舗を設けるユーザの情報管理等について検討する。VIIC

基盤技術としての汎用的なユーザ情報管理システムを構築することが目的である。

当該システムの技術要件・仕様について考察し、本システムの設計、実装を目指

す。 

 

（ウ）VIIC ポータルサイトにおけるビジュアルコミュニケーションの場（VIIC セッショ

ン）とユーザについて 

本ポータルサイトが提供する VIIC セッション（ビジュアルコミュニケーショ

ンを提供する情報共有の空間）に関する管理・運用およびそのユーザの管理等に

ついて検討する。基盤的な技術としての管理手法を考察し、システムのモデル化

を試みる。また、本システムの実現を目指す。 

 

4444－－－－4444－－－－2222    実施状況実施状況実施状況実施状況    

 

（１）はじめに（１）はじめに（１）はじめに（１）はじめに    

VIIC ポータルサイトにおけるユーザ情報を管理する機能は、ディレクトリサービスとい

う仕組みで実現することを考えている。ディレクトリサービスによって、ユーザの属性や

状態等を一元的に管理することが可能であり、ディレクトリサービスによる各種情報を提

供する仕組みは、ディレクトリサービス・サーバとして構築する。 

ここでは、ディレクトリサービス・サーバ（以下、“DS サーバ”と表記）としてのシス

テム機能に関する要件について考察した。 

 

（２）システム構成概要（２）システム構成概要（２）システム構成概要（２）システム構成概要    

DS サーバは以下のシステム構成を取る。 

・静的情報管理 DB 

複数台の LDAP で構成される。DS サーバに対し、情報の格納・取得・更新機能

を提供する。 

・動的情報格納 DB 

複数台の DB で構成される。DS サーバに対し、情報の格納・取得・更新機能を

提供する。以下で説明するプレゼンスサーバに対して情報の取得機能を提供する。 

静的情報管理 DB、および動的情報格納 DB は、SOBA フレームワークや既存のオープンソ
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ースで提供されている技術等を駆使して実現する。 

・ディレクトリサーバ 

複数台の Web サーバで構成し、認証サービスやディレクトリサービス等の機能

をクライアントに提供する。 

・プレゼンスサーバ 

複数台の Linux サーバで構成し、ユーザの存否等に関するプレゼンスサービス

の機能をクライアントに提供する。 

 

（３）（３）（３）（３）基本概念基本概念基本概念基本概念    

（（（（３．１３．１３．１３．１）情報）情報）情報）情報    

DS サーバで扱う「情報」には、DS サーバ上の静的情報管理 DB で管理される「静的情報」

と、クライアントが自由に公開・削除する「動的情報」の二種類がある。それぞれ、文字

列と文字列の連想リストである。 

静的情報は、以下を含む。静的情報は、DS サーバ上の静的情報管理 DB に保持される。 

・ID【キー＝"id", 値：1～10000 の長さを持つ文字列】 

・名前【キー＝"name", 値：1～255 の長さを持つ文字列】 

・公開範囲【キー＝"scope", 値：グループ ID のリストの文字列表現】 

この情報を検索するためのグループを指す。 

・変更可能ユーザ【キー＝"privileged", 値：ユーザ ID のリストの文字列表現】 

この情報を変更できるユーザの一覧を指す。 

・その他、クライアントが自由に使用できる部分 

動的情報は、以下を含む。動的情報は、DS サーバ上の動的情報格納 DB に保持される。 

・ID【キー＝"id", 値：1～10000 の長さを持つ文字列】 

・名前【キー＝"name", 値：1～255 の長さを持つ文字列】 

・所有者 ID【キー＝"owner", 値：ユーザ ID】 

この情報を公開したユーザのユーザ ID を指す。 

・公開範囲【キー＝"scope", 値：グループ ID のリストの文字列表現】 

この情報を検索するためのグループを指す。 

・変更可能ユーザ【キー＝"privileged", 値：ユーザ ID のリストの文字列表現】 

この情報を変更できるユーザの一覧を指す。 

・有効期間【キー＝"expire", 値：64 ビット非不整数の文字列表現】 

この情報を検索可するための有効期間を指す。 

・その他、クライアントが自由に使用できる部分 

なお、DS サーバとしては、同一 ID の静的情報と動的情報を同時に DS サーバ上に保持す

ることを許していることに留意する。これらは ID は同じだが、同一の情報とは見なさない。 

 

（（（（３．２３．２３．２３．２））））ユーザ、ピア、グループユーザ、ピア、グループユーザ、ピア、グループユーザ、ピア、グループ    

DS サーバは、静的情報管理 DB 内で「ユーザ」「ピア」「グループ」の情報を管理してい

る。ユーザの情報は、以下を含む。 

・ユーザ ID 

ユーザ ID は、次の形式とする。ユーザ ID = 「ユーザ名」@「ドメイン」。た

だし、「ユーザ名」「ドメイン」は、最大 255 の長さの文字列とする。また、使

用できる文字は、電子メールのアドレスと同じ仕様体系を採用する。 

・パスワード 

・ユーザ名 

・所属グループ ID 一覧 

・情報通知ユーザ ID 一覧（このユーザが、通知を有効にしたいユーザの一覧である） 

ピアの情報は、以下を含む。 
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・ピア ID 

・ピア証明書 

グループの情報は、以下を含む。 

・グループ ID 

・グループの名前 

上記の他に、DS サーバの静的情報管理 DB 内では、アクセス制限のための情報が保持さ

れる。詳しくは、(7.2)を参照。 

 

（３（３（３（３．．．．３）３）３）３）認証サービス認証サービス認証サービス認証サービス    

（ア）認証機能 

クライアントは、DS サーバ上の各サービスを使用するために、認証サービスによって発

行されるサービス利用権（サービスチケット）を手に入れる仕様として検討する。認証サ

ービスは、クライアントの要求に対し、ユーザ認証、端末認証を行い、ユーザのサービス

利用に関するチケット発行の可否を決定する。サービス利用チケットは、10 分程度の有効

期間を設定することを考える。なお、認証サービスのアクセス制限機能(7-2)も参照するこ

と。クライアントが DS サーバに対して行う要求は、以下を含む。 

・ユーザ ID 

・パスワード 

・ピア ID 

・ピア証明書 

DS サーバは、クライアントから送信されたユーザ ID とパスワードが DS サーバ上で保持

されている情報と一致するかどうかを確認する。また、クライアントから送信されたピア

ID とピア証明書が DS サーバ上で保持されている情報と一致するかどうかを確認する。DS

サーバがクライアントに行う返答は、以下を含む。 

・認証の結果、以下のどれか。 

(a)認証成功。 

(b)ユーザ ID、もしくはパスワードが正しくない。 

(c)ピア ID、もしくはピア証明書が正しくない。 

・サービス利用チケット（認証に成功した場合のみ） 

 

（イ）サービス利用チケット無効化機能 

サーバから発行されたサービス利用チケットを無効にする機能である。クライアントは、

DS サーバの利用終了時に、この機能を使ってサービス利用チケットを無効にすることが望

ましい。クライアントが DS サーバに対して行う要求は、以下を含む。 

・ユーザ ID 

・サービス利用チケット 

DS サーバがクライアントに行う返答は、以下を含む。 

・要求が完了したかどうか 

 

（ウ）サービスディスカバリ機能 

クライアントに対し、クライアントが要求するサービスの利用方法を提供する機能だる。

クライアントが DS サーバに対して行う要求は、以下を含む。 

・サービスの識別子 

・期待するサービス機能のバージョン 

・サービス利用チケット 

DS サーバがクライアントに対して行う返答は、以下を含む。 

・サービスが見つかったかどうか 

・サービスにアクセスするためのアドレスとポート 
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・サービスにアクセスするために必要なチケット（32 ビット整数） 

なお、DS サーバとクライアントとの間のプロトコルは将来の互換性（サーバの後方互換

性、クライアントの前方互換性）を満たすことが望ましい。例えば、文字列を連想リスト

による値の受け渡しとして取り扱うようなプロトコルが考えられるが要検討である。 

 

（エ）パスワード変更機能 

クライアントに対し、パスワードの変更を可能とする機能である。クライアントが DS サ

ーバに対して行う要求は、以下を含む。 

・新しいパスワード 

・サービス利用チケット 

 

（４）（４）（４）（４）ディレクトリサービスディレクトリサービスディレクトリサービスディレクトリサービス    

（（（（４．１４．１４．１４．１））））概要概要概要概要    

DS サーバは、クライアントに対し、以下の機能を提供する。 

・クライアントは、動的情報をサーバ上に公開できる。 

・クライアントは、静的情報・静的情報の取得と検索ができる。 

・クライアントは、動的情報・静的情報の変更と削除ができる。 

 

（（（（４．２４．２４．２４．２））））情報の公開情報の公開情報の公開情報の公開    

クライアントは、以下を満たす場合に、動的情報を DS サーバ上に公開できる。 

・同一 ID の情報が、公開されていない。 

・もしくは、公開されていたとしても、有効期間が過ぎている。 

・もしくは、公開されていたとしても、その情報の変更可能ユーザの一覧の中に、自

分（すなわち、そのクライアントを操作するユーザ）が含まれている。 

クライアントは、公開情報の中に公開範囲のグループの一覧を指定することができる。

ただし、自分（すなわち、そのクライアントを操作するユーザ）が所属していないグルー

プを、公開範囲として指定することはできない。 

なお、情報公開後にグループが変更される可能性がある。したがって、所属していない

グループに対して公開されている情報が存在しないということは、必ずしも成り立たない

ことに留意する。 

 

（（（（４．３４．３４．３４．３））））情報の取得と検索情報の取得と検索情報の取得と検索情報の取得と検索    

クライアントは、以下を満たす情報の取得と検索ができる。 

・情報は、静的情報管理 DB に登録済み、もしくは、あるクライアントによって公開済

み 

・そのクライアントを操作するユーザが、公開範囲のグループに所属している 

・情報は、有効期間を経過していない 

クライアントは、情報の ID と公開範囲を指定して、その情報を取得することができる。 

また、クライアントは、情報の ID、公開範囲、キーを指定して、情報の値を取得すること

ができる。 

クライアントは、以下の検索条件、フィルタリング条件、ソート条件と、キーを指定し

て検索を行うことができる。検索結果は、「キーに対応する値が検索条件を満たす情報」の

一覧となる。 

・検索条件 

いくつかの検索キーワードを、and, or, not で接続したもの。 

完全一致、もしくは部分一致が指定されている 

・フィルタリング条件 

検索対象となる情報の公開範囲を指定する。 
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デフォルトは、公開するユーザが所属するグループとなる。 

検索条件にマッチする情報のうち、何件から何件を取得するかを指定する。 

デフォルトは、0件～100 件となる。 

・ソート条件 

検索結果のソート方法を定める。 

名前でソート（デフォルト）、時刻でソートのどちらかを指定できる。 

 

（（（（４．４４．４４．４４．４））））情報の変更と削除情報の変更と削除情報の変更と削除情報の変更と削除    

クライアントは、以下を満たす情報の変更と削除ができる。 

・情報は、静的情報管理 DB に登録済み、もしくは、あるクライアントによって公開済

み 

・そのクライアントを操作するユーザが、情報の変更公開可能ユーザの一覧に含まれ

ている 

・情報は、有効期限を経過していない 

クライアントは、ID、公開範囲、キー、変更後の値を指定して、情報変更を要求する。

ただし、情報の中の変更できる項目は、「名前」、「公開範囲」、「有効期間」および「クライ

アント使用部分」のみとする。 

 

（５）（５）（５）（５）プレゼンスサービスプレゼンスサービスプレゼンスサービスプレゼンスサービス    

（（（（５．１５．１５．１５．１））））クライアントに提供する機能クライアントに提供する機能クライアントに提供する機能クライアントに提供する機能    

プレゼンスサービスは、クライアントに対し、以下の機能を提供する。 

・クライアントを操作するユーザの情報通知ユーザ一覧が変化したときに、クライア

ントに対して通知を行う。 

・DS サーバ上の動的情報に変化があったときに、クライアントに対して情報変化の通

知を行う。 

ただし、あるクライアントに対し情報が通知されるのは、変化が起こった情報の所有者

の、情報通知ユーザ一覧の中に、そのクライアントを操作するユーザが含まれている場合

に限る。 

 

（（（（５．２５．２５．２５．２））））サービスの開始サービスの開始サービスの開始サービスの開始    

サービス開始時、クライアントが DS サーバに対して行う要求は、以下を含む。 

・ユーザ ID 

・クライアントのバージョン番号 

・サービス利用チケット 

DS サーバがクライアントに対して行う返答は、以下を含む。 

・プレゼンスサービスが開始されたかどうか 

 

（（（（５．３５．３５．３５．３））））サービスの終了サービスの終了サービスの終了サービスの終了    

サービス終了には、以下の三パターンのケースがある。 

・DS サーバが終了を要求する 

－DS サーバがクライアントに、終了を予告するメッセージを送信する。 

－クライアントは、ユーザに対し、プレゼンスサービス終了を通知する。さらに、

クライアントは、終了の予告を確認したことを DS サーバに通知する。 

－DS サーバは、クライアントからの返答を受け取り、そのクライアントへの情報

変更通知を停止する。さらに、クライアントとの接続を切断する。 

－DS サーバが、クライアントからの返答を受け取れない場合は、一定時間後に、

接続を切断する。 

・クライアントが終了を要求する 
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－クライアントが DS サーバに、終了を予告するメッセージを送信する。 

－DS サーバは、そのクライアントへの通知を停止する。さらに、クライアントに

対し、終了の予告を確認したことを通知する。 

－クライアントは、DS サーバからの返答を受け取り、DS サーバとの接続を切断す

る。 

－クライアントが、DS サーバからの返答を受け取れない場合は、一定時間後に、

接続を切断する。 

・DS サーバとクライアントとの間が切断される 

－DS サーバは、クライアントへの情報変更通知を停止する。 

－DS クライアントは、ユーザに対し、プレゼンスサービス終了を通知する。もし

くは、クライアントは、DS サーバに対し、プレゼンスサービスの再開を要求す

る。 

 

（６）（６）（６）（６）フェールオーバー機能フェールオーバー機能フェールオーバー機能フェールオーバー機能    

（（（（６．１６．１６．１６．１））））フェールオーバーの基本方針フェールオーバーの基本方針フェールオーバーの基本方針フェールオーバーの基本方針    

ディレクトリサーバ、プレゼンスサーバは、ラウンドロビン DNS 技術によって、サーバ

間の連携なしにクラスタリングされる。また、サーバとクライアントとの通信プロトコル

は、ステートレスなものであり、途中で通信エラーが発生しても、サーバ上もしくはクラ

イアント上で失われる情報や状態が存在しない。したがって、「異常を検出してサービスを

終了する」ということが、DS で行うべき唯一かつ重要なフェールオーバーのための仕組み

となる。 

 

（（（（６．２６．２６．２６．２））））ディレクトリサーバの異常検出機能ディレクトリサーバの異常検出機能ディレクトリサーバの異常検出機能ディレクトリサーバの異常検出機能    

ディレクトリサーバは、以下の場合に異常を検出し、プロセスを終了する。 

・静的情報管理 DB にアクセスできない場合 

・動的情報格納 DB にアクセスできない場合 

・プログラム内であり得ないことが起こった場合 

・システムリソース不足などで、要求されたサービスを提供できない場合 

 

（（（（６．３６．３６．３６．３））））プレゼンスサーバの異常検出機能プレゼンスサーバの異常検出機能プレゼンスサーバの異常検出機能プレゼンスサーバの異常検出機能    

プレゼンスサーバは、以下の場合に異常を検出し、プロセスを終了する。 

・静的情報管理 DB にアクセスできない場合 

・動的情報格納 DB にアクセスできない場合 

・プログラム内であり得ないことが起こった場合 

・システムリソース不足などで、要求されたサービスを提供できない場合 

プレゼンスサーバは、以下の場合にクライアントの異常を検出し、クライアントとの接

続を切断する。 

・プレゼンスサーバからクライアントに対し、一定間隔で送信される断線検知データ

に対し、クライアントから一定時間内に返答がない場合 

 

 

（７）（７）（７）（７）セキュリティ機能セキュリティ機能セキュリティ機能セキュリティ機能    

（（（（７．１７．１７．１７．１））））暗合化機能暗合化機能暗合化機能暗合化機能    

DS サーバとクライアントとの間のすべての接続は、SSL による暗合化が行われる。SSL

によるネゴシエーションの際に、クライアントは、DS サーバが送信する証明書に SOBA 会

社の署名があることを確認する。 

 

（（（（７．２７．２７．２７．２））））アクセス制限機能アクセス制限機能アクセス制限機能アクセス制限機能    
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DS サーバ上の認証サービスは、以下のアクセス制限機能をもつ。 

・ユーザ ID とピア ID のペアが適切な場合のみ、クライアントの接続を許可する。 

・ユーザ ID とクライアントのネットワークアドレスのドメインのペアが適切な場合の

み、クライアントの接続を許可する。 

・ピア ID とクライアントのネットワークアドレスのドメインのペアが適切な場合のみ、

クライアントの接続を許可する 

DS サーバは、静的情報管理 DB で、アクセス制限のための情報を保持する。具体的には

以下の通り。 

・ユーザごとのアクセス制限の種別。以下のいずれか。 

－なし 

－端末アクセス制限 

－ネットワークドメインアクセス制限 

－端末アクセス制限＆ネットワークドメインアクセス制限 

・端末ごとのアクセス制限情報。 

端末（ピア ID）ごとに、アクセス可能なユーザ ID の一覧が指定される。なお、

設定を簡易にするため、グループの一覧を指定することも許す。この場合、グル

ープに所属するユーザのユーザ ID が一括されて指定されたものとして扱う。 

・ネットワークドメインアクセス制限情報。 

ネットワークドメインごとに、アクセス可能なユーザ ID の一覧が指定される。

なお、設定を簡易にするため、グループの一覧を指定することも許す。この場合、

グループに所属するユーザのユーザ ID が一括されて指定されたものとして扱う。 

 

（（（（７．３７．３７．３７．３））））不正不正不正不正検出機能検出機能検出機能検出機能    

（ア）不正ログイン試みの検出 

認証サービスは、クライアントログイン時のユーザ認証の失敗を一定時間内の失敗回数

とともに記録する。 

 

（イ）不正ユーザの DS 使用の検出 

認証サービスは、ユーザが、どのネットワークアドレスからログインしたかを記録する。

また、オプションとして、アドレスだけではなくホスト名を記録することも可能とする（こ

の場合、DNS 引きが行われるので、処理に負荷がかかる）。 

 

（ウ）不正な利用の検出 

DS サーバは、クライアントと行った通信量を記録する。 

 

（（（（７．４７．４７．４７．４））））不正対処のための機能不正対処のための機能不正対処のための機能不正対処のための機能    

（ア）強制ログアウト機能 

DS サーバ管理者は、指定したユーザを、ログアウトの状態にできる。すなわち、そのユ

ーザが公開した情報を動的情報格納 DB から削除し、そのユーザが操作するクライアントを

プレゼンスサーバから切断するということを行うことができる。 

 

（イ）認証保留機能 

認証サービスは、あるユーザがパスワード認証に一定回数連続して失敗した場合、次回

以降のそのユーザの認証処理に一定時間以上の時間をかける。この状況は一定時間で解除

されるものとする。認証サービスは、あるネットワークアドレスからのユーザ認証に一定

回数連続して失敗した場合、次回以降のそのネットワークアドレスからの認証処理に一定

時間以上の時間をかける。この状況は一定時間で解除されるものとする。 
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（８）（８）（８）（８）通信データ仕様通信データ仕様通信データ仕様通信データ仕様    

（８．（８．（８．（８．１）１）１）１）クライアント～ディレクトリサーバの要求クライアント～ディレクトリサーバの要求クライアント～ディレクトリサーバの要求クライアント～ディレクトリサーバの要求////返答プロトコル返答プロトコル返答プロトコル返答プロトコル    

ディレクトリサーバ～クライアント間の通信は、「クライアントの要求に対しサーバが

答える」という単純でステートレスなプロトコルで実現される。 

クライアントの要求に対し、ディレクトリサーバは以下のいずれかの返答を返す。なお、

上にあるほど優先度が高い返答を表す。 

・アクセス権違反 

ディレクトリサーバは、不正なクライアント（アクセス制限をかけているクライアント

を含む）からの要求を拒絶する。不正なクライアントを検出したディレクトリサーバは、

クライアントへの返答を行わず、接続を直ちに切断する。 

・プロトコル違反 

ディレクトリサーバは、クライアントから不正な形式の要求を受信した場合、クライア

ントにそれを通知する。通知を受けたクライアントは、ユーザに対し、SOBA のバージョン

アップを促す。 

・互換性エラー 

ディレクトリサーバは、互換性がないクライアントからの要求を受信した場合、クライ

アントにそれを通知する。通知を受けたクライアントは、ユーザに対し、SOBA のバージョ

ンアップを促す。 

・致命的エラー 

ディレクトリサーバは、クライアントの状態をリセットする必要があると判断した場合

に、クライアントにそれを通知する。サーバからの通知を受けたクライアントは、ユーザ

に対し、SOBA の再起動を促す。 

・サーバ未対応機能 

ディレクトリサーバは、クライアントから、対応していない機能の実行を要求された場

合、クライアントにそれを通知する。ディレクトリサーバからの通知を受けたクライアン

トは、ユーザに対し、操作の失敗を通知する。もしくは、クライアントは、自動的に代替

処理を選び、実行する。 

・認証が必要 

ディレクトリサーバは、認証されていないクライアントから処理を要求された場合、ク

ライアントにそれを通知する。認証されていないクライアントの中には、サービス利用の

ためのチケットの有効期限が切れているクライアントを含む。ディレクトリサーバからの

返答には、認証サービスへの接続手段（アドレスなど）が含まれる。ディレクトリサーバ

からの通知を受けたクライアントは、認証サービスで認証を行った後、ディレクトリサー

バに対し、最初の要求をもう一度行う。 

・権限違反 

ディレクトリサーバは、クライアントが要求を行う権限を満たしていないと判断した場

合、それをクライアントに通知する。通知を受けたクライアントは、ユーザに対し、処理

の失敗を通知する。もしくは、自動的に替わりの処理を選び、それを実行する。 

・サーバダウン 

ディレクトリサーバは、以下の原因により、クライアントからの要求を処理できない場

合、クライアントにそれを通知する。負荷集中などにより、バックエンドで動く DB が処理

を行えない場合、ディレクトリサーバからの通知を受けたクライアントは、フェールオー

バー対応のアルゴリズムに基づき、同じ要求を繰り返す。 

・処理失敗 

ディレクトリサーバは、何らかの原因により、クライアントからの要求を処理できない

場合、クライアントにそれを通知する。サーバからの通知を受けたクライアントは、フェ

ールオーバー対応のアルゴリズムに基づき、同じ要求を繰り返す。 

・通常の返答 
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ディレクトリサーバは、クライアントの要求を処理し、その結果を返す。以下の場合、

クライアントはディレクトリサーバからの返答を受けることができない。 

・ネットワークエラー 

TCP や HTTP などの下位のレイヤで障害が起こった場合である。これを検出したクライア

ントは、いったん接続を切断し、フェールオーバー対応のアルゴリズムに基づき、同じ要

求を繰り返す。 

・タイムアウト 

一定時間（60 秒程度）内に、ディレクトリサーバからの返答を受けることができない場

合である。これを検出したクライアントは、いったん接続を切断し、フェールオーバー対

応のアルゴリズムに基づき、同じ要求を繰り返す。 

 

（９）（９）（９）（９）運用管理のための機能運用管理のための機能運用管理のための機能運用管理のための機能    

（９（９（９（９．．．．１）１）１）１）ロギングの指針ロギングの指針ロギングの指針ロギングの指針    

DS サーバに対して行われたすべてのクライアントの要求と、クライアントに対して行っ

たすべての返答を、ログに出力する。ログのレベルは、正常系の処理に関するログは INFO

レベルで、異常系の処理に関するログは WARNING レベルで出力する。 

 

（９．（９．（９．（９．２）２）２）２）DSDSDSDS 管理ツール管理ツール管理ツール管理ツール    

既存のツールを利用することとする。 

 

（９．（９．（９．（９．３）３）３）３）ユーザ管理情報出力機能ユーザ管理情報出力機能ユーザ管理情報出力機能ユーザ管理情報出力機能    

ユーザの管理情報を出力する機能である。 

・指定されたユーザに対し、そのユーザの情報（そのユーザがどのグループに属して

いるかを含む）を出力する。 

・指定されたグループに対し、そのグループに属しているすべてのユーザの情報を出

力する。 

 

4444－－－－4444－－－－3333    まとめまとめまとめまとめ    

 

ここでは、VIIC ポータルサイトにおけるユーザ情報管理システムに関して、基本的な動

作仕様・機能について考察した。平成 17 年度における実施計画で予定したとおり検討を進

めることができ、順調な達成状況である。 

今後は、プログラムとしての仕様をまとめた後、実装作業を行い、実際に動作検証を行

う必要がある。また、実施に即して求められる機能の追加や改良等を行う計画である。 

 

 

 

4444－－－－5555    VIICVIICVIICVIIC ポータルサイトポータルサイトポータルサイトポータルサイトの汎用的なシステム構成や運用等の汎用的なシステム構成や運用等の汎用的なシステム構成や運用等の汎用的なシステム構成や運用等に関する研究開発に関する研究開発に関する研究開発に関する研究開発    

 

4444－－－－5555－－－－1111    研究開発の内容研究開発の内容研究開発の内容研究開発の内容    

 

本サブテーマでは、VIICポータルサイトに店舗を構えるユーザにとって、基盤的・汎用

的なシステムの構成や運用等について研究する。ここでは主に次の二つの検討事項・課題

について考察する。 

 

（ア）各種業種で共通化される基本的なワークフローについて 

ビジュアルコミュニケーションの手段を簡易的に利活用した各種サービスを提

供する VIIC ポータルサイトは、多数の業種業界を集約的に取り扱う場として構
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成することとなる。この際、多くの業種で共通に利用することが想定されるビジ

ュアルコミュニケーションのためのソフトウェアコンポーネントはどのようなも

のが求められるのかについて検討する。 

VIIC ポータルサイトがユーザ同士による対面を指向したビジュアルコミュニ

ケーションを重視する情報提供サービス型の電子商取引サイトシステムとして構

築するためには、同サイト上に店舗を構えるユーザが情報提供サービスや商品等

を販売するワークフローやネットワーク上の仮想的な店舗を運営する仕組み等が

主な検討課題である。情報提供サービスや商品の販売に関するワークフローをモ

デル化する必要がある。 

例えば、先生と生徒との直接のコミュニケーションが重要となる、英会話教室

におけるワークフロー、医者と患者との診療診察に関するワークフローなど、各

業種によって様々なワークフローが考えられるが、これらの異なるワークフロー

を分類・整理することで、共通化できる基本的ビジュアルコミュニケーションの

ワークフローと個別にカスタマイズが必要となる応用的ビジュアルコミュニケー

ションのワークフローとに分けて考察する必要がある。 

 

（イ）各種業種でカスタマイズが必要なワークフローについて 

VIIC ポータルサイトに店を構えるユーザが現実の世界と同等の情報提供サー

ビスや商品等の提供を行う商取引を実現するためには、ユーザが求めるコミュニ

ケーションの手段に応じて、コミュニケーションコンポーネントをカスタマイズ

する仕組みもまた重要である。 

本ポータルサイト上には多様な職種からの出店者を想定しているため、それぞ

れの業種におけるワークフローに応じた店舗の構築が可能となる VIIC 基盤技術

としての機能を研究開発する。 

出店するユーザが簡易的にコミュニケーションコンポーネントを編集すること

が可能となるオーサリングツールについて実現することを検討する。本ポータル

サイトに出店を希望するユーザがパソコンに不慣れなものでも簡単に利用できる

仕組みについて検討し、さまざまな業種のユーザが店舗を構えることが可能なシ

ステム構成を実現することを目指す。 

 

4444－－－－5555－－－－2222    実施状況実施状況実施状況実施状況    

 

（１）はじめに（１）はじめに（１）はじめに（１）はじめに    

本提案課題に取り組むことで得られる研究成果は、ネットワーク上のユーザ同士がビジ

ュアルコミュニケーションによるサービスを軸に、いまだに ICT の技術が利活用されてい

ない業種業界でも手軽に利用できる VIIC ポータルサイトのシステムに活かされることが

特徴的である。 

医師、教師や士業（弁護士、弁理士、公認会計士、税理士、社会保険労務士、司法書士

など）であるシーンでは対面を重視したコミュニケーションのスタイルをとる場合が多い

が、コンピュータネットワークを介したこの種のコミュニケーションサービス提供は現時

点では技術的に使いやすいソフトウェアコミュニケーション手法が見あたらず、未発達な

分野である。 

本研究課題では、ネットワークを介したビジュアルコミュニケーションの手段を積極的

に活用するシステムおよび本システムを利用した製品・サービス等について、主に次の三

つの情報サービス体系に分類し、検討している。 

(a) VIIC ポータルサイトにおける「士業向け相談支援サービス」 

(b) VIIC ポータルサイトにおける「対面販売支援サービス」 



 40

(c) VIIC ポータルサイトにおける「各種相談窓口支援サービス」 

いずれも、製品サービスのコンセプトは、「対面重視による双方向ビジュアルコミュニケ

ーションをベースに持つ次世代のポータルサイト」を構築・提供することである。 

今回、ここでは特に(a)に関して医療分野への応用について考察した。以下に概説する。 

 

（２）（２）（２）（２）医療分野における医療分野における医療分野における医療分野における VIICVIICVIICVIIC ソフトウェアの利用に関してソフトウェアの利用に関してソフトウェアの利用に関してソフトウェアの利用に関して    

（２．１）はじめに（２．１）はじめに（２．１）はじめに（２．１）はじめに    

医療分野での各種情報（映像データ、カルテなどのドキュメントデータ、血圧・脈拍・

体温等のバイタルデータなど）をコンピュータネットワーク上で安全に共有する基盤技術

に関して考察する。 

VIIC ポータルサイトとして実用的なシステム構成の実現を目指して、医療分野における

ビジュアルを重視したコミュニケーションに関する技術を確立することで、様々な医療情

報を共有する手段を統合的に扱うことを可能にするシステムを研究し、実用化を図る。 

 

（２．２）本システムの目的（２．２）本システムの目的（２．２）本システムの目的（２．２）本システムの目的や範囲や範囲や範囲や範囲    

VIIC ポータルサイトを介して、病院等の専門的ユーザと在宅環境におけるユーザとがビジ

ュアルコミュニケーションによる手段を活用することで、医師等の専門家による在宅診断

や在宅治療等が支援できるシステム構成を実現することを目指す。主には、以下に示す着

眼点で、本システムの技術開発や実証的実験を通じて、実用化検討を進める。また、技術

的な観点から本システムを使った実証結果について評価、検証、考察する必要がある。 

・複数拠点間で医療情報を安全に共有すること。 

・医療領域における応用・適用等の可能性を検討する。 

・ハードウェア（セキュリティチップ等を活用した機器認証）およびソフトウェア（当

該システムの環境認証）の評価検証 

・実時間性、同時性、応答性、遅延性、操作性など 

・医療現場で実用化できるかどうか、実用性のチェックと検証、および救急医療現場

でも実用に耐えうるかどうか等を検討する。 

・本システムの実用化について、有用性、効用性、利用性、応用性、実用性、拡張性、

汎用性、耐用性などの観点で検証する。 

 

ネットワークを介し、在宅治療の支援に関わる医療情報を共有するための手段を提供す

るためには、セキュリティ面についても考慮する必要性があり、セキュリティに関わる認

証基盤技術の利活用も含めて研究する必要がある。近年、セキュリティチップ(TPM)を搭載

した PC が入手できるようになってきた。PC にあらかじめ用意されたセキュリティ技術を

利用することで、PC の機器自身におけるセキュリティを確保することが可能となる。機器

認証および環境認証による構成管理が安全に行われることとなる。 

セキュリティ面で安全が確保できる機器の上で稼働する、双方向によるビジュアルコミ

ュニケーションに関わるソフトウェア基盤技術を確立することを目的に本システムを開発

する。これによって、セキュアな環境下で本システムが動作することが保障され、医療情

報の安全な取り扱いが確保できる構造を得ることができるものとして期待できる。 

VIICソフトウェアを活用する多くのシーンの中の一つとしてここで検討する本システム

は、医療分野を対象とする領域を想定する。医療情報を共有することで遠隔にある在宅患

者の治療を支援するシーンを念頭におく。在宅環境下で患者の在宅治療に係る支援を可能

とするシステム構成に関して考察・検討を進める。 

将来的には、救急医療に関する支援システム、遠隔医療診断支援システムなどの実現も

期待できる。在宅看護・診療に関わる医療情報共有基盤として有効な技術となることが見
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込まれる。 

 

（２．３）（２．３）（２．３）（２．３）本システムの要件本システムの要件本システムの要件本システムの要件    

医療分野では、様々なネットワーク環境下で総合的な医療診断治療の枠組みが求められ、

ネットワークによって各病院間を連携すること、各診療科をまたぐことが想定される。医

療の産業化あるいはネット医療センター構想に拍車がかかるきっかけを与えるものと考え

られ、今後の展開に期待が寄せられる。本システムの機能的要求としては、次のものが挙

げられる。 

・医療情報を共有することができる機能（情報共有空間（セッション）参加の機能） 

・同時に情報共有空間に参加できるユーザは最大 4人とする。 

・患者、専門医・担当医、オペレータやケアワーカーを情報共有のユーザとして想定

する。 

・複数の拠点間（病院や一般家庭など）を結ぶ。特に三拠点を見込む。 

・想定する拠点は、大きめの病院、中規模の病院、小さめの病院やかかりつけ医と患

者の在宅環境。 

・双方向でやり取りする情報共有の機能 

・映像や画像情報データ（ストリーミングデータ、イメージデータ） 

－静止画像 … JPEG 

－動画像  … MPEG、MPEG2、MPEG4。 

－DICOM データが取り扱えることが望ましい。 

・医療関連文書データ（テキストデータ） 

・検査データ（血圧、脈拍、体温、血糖値などのバイタルデータ） 

・実時間性を確保する機能 

・各種情報は、実時間で複数のユーザが利用できること。 

 

（２．４）（２．４）（２．４）（２．４）本システムの性能目標本システムの性能目標本システムの性能目標本システムの性能目標    

本システムの性能に関しては、次の点に配慮した設計が必要である。実証実験を通じて、

現実的な具体的数値目標を検証することになる。また、これらの項目が、本システムの評

価項目の対象となることが考えられる。 

・情報のセキュリティ性（安全性、機密性、完全性） 

・リアルタイム性（実時間性） 

・コンカレント性（同時操作性） 

・コラボレーション性（協調性） 

・双方向性、ビジュアル性（Face to Face による対面重視） 

・操作性（タッチパネル、音声認識を用いた切り替え） 

・入力性（タブレット、マウス、キーボード、音声認識による入力） 

 

（２．５）（２．５）（２．５）（２．５）本システムの実証実験本システムの実証実験本システムの実証実験本システムの実証実験    

本システムの稼働については、別途、実証的な調査実験が必要であり、要検討事項の一

つである。 

 

（２．６）（２．６）（２．６）（２．６）本システムの実現における技術的課題本システムの実現における技術的課題本システムの実現における技術的課題本システムの実現における技術的課題    

本システムを実現するにあたって検討する必要がある技術的課題は、以下の通りである。 

 

（ア）映像の品質 

利用目的に応じた映像または画像の解像度が問題となる。高解像度のデータが求められ
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ると、送受信データの量が増大するため、通信帯域を圧迫するというトレードオフの関係

がある。カラー映像の表示性能は、CRT や液晶のディスプレイデバイス固有の性能に依存

するため、異なるディスプレイでは、物理的に同じ物体を映しても色の表現が同一に再現

されない問題が生じる。 

この結果、医師が遠隔から送られてくるモニタ映像により患者を診る場合には、PC モニ

タの階調を補正する技術（カラーマッチング）が重要となってくる。患者の顔色や患部の

色味による診断を行う際の誤診・誤謬を避けるためにカラーマッチング技術が課題となる。 

 

（イ）音声の品質 

ネットワークの通信帯域がベストエフォートによる環境である場合には、ネットワーク

上を流れるデータのトラフィック状況により、音声の遅延が問題になる場合がある。音声

の品質は、一般固定電話に相当する通信帯域の 64kbps 程度を確保できる場合には、違和感

も少なく双方向による音声のやりとりが一般的には可能である。音声の遅延時間は 0.5 秒

程度以内に収まることが望ましいとされている。 

音声のストリーミングデータを送受信する場合には、エンコード・デコードの処理コス

トがかかり、符号化アルゴリズムによって音声の品質は左右されるが、MPEG 等の標準的な

フォーマットを利用することで十分な性能は確保できるものと思われる。 

 

（ウ）診断支援データ 

体温、血圧、脈拍などのバイタルデータは、定期的な検診時等で重要な情報の一つに位

置づけられる。バイタルデータを遠隔でやりとりする技術が求められる。バイタルデータ

を測定する機器も多数あり、PC と連動した仕組みが簡易的に実現できれば、医師と患者と

の情報共有により、在宅治療を支援する技術として効果的な手段となる。簡単にバイタル

データの情報を共有する方式としては、近接する距離間を無線で通信する各種技術

（Bluetooth、IrDA など）を組み合わせたシステム構成が考えられる。 

 

（エ）文字データの読み取りやすさ 

テキスト化されたデータだけでなく、FAX や複写された文書・書類の文字データを情報

共有する場合には、入力デバイスの性能によって文字の可読性や視認性が低下する問題が

生じる。文字のエッジを画像処理によりエンハンスする手法などが必要になる。 

FAX や複写機を介した文書を情報共有する仕組みとして取り入れた際には、文字の視認

性を向上するための画像処理が実時間で行われる技術が望まれる。この技術によって誤診

等の回避にもつながるものと思われる。 

 

（オ）各種データの長期保存と運用 

遠隔間でメディカル情報を共有する際には、同時刻で同期的に各種データをやりとりす

るだけでなく、やりとりしたデータを非同期的に保存する技術が課題である。いつ、どこ

で、だれの、どのような情報が保存の対象となるのか、また保存対象とした方がよいのか、

検討が必要である。また、長期的にデータを保存するためには、再可読可能性、見読性、

検索性、機密性を有するファイルフォーマットである必要があり、また、文書自身のセキ

ュリティを確保することは必至である。 

 

（２．７）（２．７）（２．７）（２．７）本システムに関する今後の検討事項本システムに関する今後の検討事項本システムに関する今後の検討事項本システムに関する今後の検討事項    

本システムを利用できる環境が整えば、各機関・施設（基幹病院、かかりつけ医、介護

施設、リハビリ施設）と医師あるいは患者とを結ぶ手段が手軽に提供されるため、医療介

護福祉サービスにおける業務効率の向上に期待が寄せられる。療養期などで在宅環境でも
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定期的な検診が実現できれば、患者が必要に応じて必要な場合に病院等の施設に出向くこ

とになり、病院での診察待ちの時間コストや通院コストを抑えることにつながる。また、

病院等の施設側にとっても、必要を迫られる患者を優先的に受け入れることになるため、

施設等の運営効率が改善されるものと見られる。 

医療現場における本システムの実用に際しては、医師サイドの受け入れ体制や在宅環境

の患者サイドで実証的な調査が不可欠であり、本システムの本格的な運用は24時間365日、

年中無休となるので、本サービスの事業化に関する事前の検討が不可欠である。社会的な

基盤技術として万人に受け入れられるための課題等についてはさらに検討・考察を深める

必要がある。 
 

4444－－－－5555－－－－3333    まとめまとめまとめまとめ    

 

本サブテーマでは、VIIC ポータルサイトが利用想定される多くのシーンの一つとして医

療分野について検討し、VIIC ソフトウェアに求めるられる技術的要件を考察した。現段階

では基本的なシステム構成について開発を進めているが、今後の予定としては医療分野だ

けでなく、他の代表的な業界における業務フローをケーススタディとすることで、VIIC ポ

ータルサイト・システムの汎用的な仕組み、あるいは個別にカスタマイズすることができ

る仕組み等の機能を VIIC 基盤技術として確立することを試みる。汎用性をもつ本システム

の構築に関しては引き続き市場調査を進めている状況であり、この調査結果を踏まえて、

実用的なシステムを実現する予定である。 

 

 

 

4444－－－－6666    総括総括総括総括        

 

本研究開発課題が平成 17 年度（平成 17 年 12 月着手）に新規で採択され、研究開発に

着手後、間もない状況であるが、双方向によるビジュアルコミュニケーションの手段を提

供する VIIC基盤技術の開発では、初版と位置づける“SOBA CITY”のシステムを平成 18

年 3月 15日付けで一般にインターネット上で公開した。無償サービスによる提供である。

アクセス URL（平成 18年 3月 15日現在）は次の通りである。 

http://city.soba-project.com/ 

SOBA CITY のシステム（VIIC ポータルサ

イトのひな形に位置づけられる）には、平成

17 年度における本研究テーマに取り組んだ開

発成果を活用している。これは、手軽にビジュ

アルコミュニケーションの手段を提供する仕

組みであり、ネットワークを介して遠隔にいる

複数の人々と、テレビチャットなどが可能であ

る。図 4.B は、SOBA CITY から利用できる

VIIC ソフトウェアに位置づけられるビジュア

ルコミュニケーション・アプリケーションの画

面である。複数人のユーザ（右側のウインドウ

では自分自身の他に 6 人の相手と通信中）が

VIIC セッション（情報共有空間）に存在する

様子が確かめられる。 

今後は、この技術をさらに発展させることで、VIICポータルサイト・システムの研究開

発を進める予定である。鋭意、技術開発を進展させ、事業化に踏み出して参りたい。 

図 4.B VIIC ポータルサイトの実現例となる

“SOBA CITY”で利用できる VIIC

ソフトウェア画面 
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５５５５    参考資料参考資料参考資料参考資料・・・・参考文献参考文献参考文献参考文献    

    

5555－－－－1111    研究発表研究発表研究発表研究発表・・・・講演等一覧講演等一覧講演等一覧講演等一覧    

 

平成 17 年度における研究開発期間（採択期日：平成 17 年 12 月）においては、本研究に

着手して間もないこともあり研究成果等に関する学会等での発表や講演等は行うことはで

きなかったが、今後、本研究に関して一定の成果が得られた内容については発表・講演等

を行う予定である。 

なお、本研究成果の一部を活用した、初版のビジュアルコミュニケーション・システム

（呼称：“SOBA CITY”）は、平成 18 年 3 月 15 日付けで、メディア（新聞社や Web メディア）

に向けてニュースリリースを行った。以下に、報道されたメディアを挙げ、参考とする。 

 

記事掲載メディア 掲載期日・掲載紙面頁 もしくは URL 

日本経済新聞 平成 18 年（2006 年）3月 15 日（朝刊：15 面） 

毎日新聞   平成 18 年（2006 年）3月 16 日（朝刊：10 面） 

日刊工業新聞 平成 18 年（2006 年）3月 16 日（朝刊：29 面） 

Web サイト:Impress Watch 

（BroadBando Watch） 

平成 18 年（2006 年）3月 15 日 

http://bb.watch.impress.co.jp/cda/news/13193.html 

Web サイト:日経ソフトウ

ェア（ITpro） 

平成 18 年（2006 年）3月 15 日 

http://itpro.nikkeibp.co.jp/article/NEWS/20060315/232562/ 

注）平成 18 年 3 月 16 日現在での弊社確認情報による。 

 

 


